
12005
No.604

………………………… 2 ～ 3

市政ニュース……………………………………………… 4 ～ 7

お知らせ…………………………………………………… 8 ～23

■表紙　小澤征爾さんがタクトで激励（12月6日・旭
岡中学校体育館）
世界的な指揮者・小澤征爾さんと水戸室内管弦楽団のみ
なさんが、被災地の子どもたちに強い希望を持ってもらい
たいと旭岡中学校を訪問し、演奏会を開きました。
児童・生徒ら約1,000人を前にバッハやモーツァルトの
曲など５曲を披露。最後はオーケストラの演奏で、童謡「七
つの子」を全員で合唱しました。

復興に向けて元気を出していこー！
６市町村の合併を県に申請 ほか

市長新年あいさつ
　12月29日d～１月３日b、市役所は業務を休みますが、市民生活に関する窓口などは次のとおり業務を行います。 
●市民生活に関する窓口 

●震災に伴う生活再建等に関する窓口 

　市立劇場、悠久山屋内温水プール、希望が丘テニス場全天候型コート、市営スキー場、ロングライフセンター、お山の家、 
　ふるさと体験農業センター 

12月29日d～１月３日b以外の期間の業務については、施設ごとに異なりますので各施設にお問い合わせくだ
さい。なお、余震等により変更となる場合があります。 

中央図書館、互尊文庫、文書資料室、西地域・南地域・北地域図書館、リリックホール、科学博物館、郷土史料館、中央
公民館、地区コミュニティセンター、市民サービスセンター（市民課業務）、児童館、厚生会館、青少年文化センター、
社会福祉センター、高齢者センターけさじろ・まきやま・みやうち・ふそき、サンライフ長岡、勤労青少年ホーム、産業
展示室（ハイブ長岡内）、千秋が原ふるさとの森アトリウム、勤労会館 

●各種施設 

●業務を休む主な施設 

●震災による被害のため、当面ご利用できない主な施設 

※１ちびっこ広場でのまちなか保育園（一時保育）およびファミリー・サポート・センターは休みます。　※２まちなか花火ミュージアムの最終 
上映時間は、16時30分です。　※３各体育施設は個人使用のみで、使用料は無料となります。 

●中小企業向け融資に関する窓口 

年 末 年 始 市 の 業 務 の ご 案 内   の 

名　　称 取り扱い業務 問い合わせ 12　　月 
29日d 30日e 31日f 1日- 2日a 3日b

1　　月 

本
　
　
　
　
庁
　
　
　
　
舎 

1
　
　
階 

2
　
　
階 

住民異動届などの各種届出書の受理、戸
籍や住民票・印鑑証明などの各種証明書
の交付、国民年金相談、外国人登録 
国民健康保険の収納事務・証明書の交付、
老人保健の受付、医療費助成の受付 

転出・転入届に伴う介護保険の受給資格証
明書の交付、要介護認定などの申請受付 

児童扶養手当の受付、障害者福祉の受付 

児童手当の受付、福祉サービスの案内 

市税などの収納事務、納税証明書の交付 

所得証明などの各種証明書の交付 
課税証明などの各種証明書の交付 

139・2215

139・2220

139・2218
139・2255

139・2245

139・2212
139・2213
139・2214

市民課 

国保医療課 

福祉相談課 

福祉総合相談室 

介護保険課 

市民税課 
資産税課 
収納課 

8：30～17：15 休み 

名　　称 利用できる施設 問い合わせ 12　　月 
29日d 30日e 31日f 1日- 2日a 3日b

1　　月 

まちの情報コーナー、ちびっこ広場※１、 
まちなか花火ミュージアム※２ 

アリーナ、ランニングコース 

全天候型トラック（積雪がある場合は閉場） 

グリーンフロア、トレーニングコーナー
（１階にて一部開放） 

小アリーナ、トレーニング室 

多目的ホール 

ホール 

139・2763

134・2700

139・3600

ながおか市民センター 

市民体育館※３ 

南部体育館※３ 

北部体育館※３ 

まちなか・考房、戦災資料館 
エコトピア寿 
自転車駐車場（地下） 
大手口駐車場（震災被害修理のため、一部のみ利用可能） 

表町駐車場 

大手通り地下駐車場 

みしま体育館※３ 
新産体育館※３ 
陸上競技場※３ 

9：00 
　～ 
17：00

10：00～ 
　17：00

9：00 
　～ 
17：00

10：00～ 
　17：00

10：00～ 
   19：00

7：00～ 
18：00

6：00～ 
18：00

10：00～20：00

8：00～18：00

休み 

休み 

休み 
休み 

休み 

6：00～22：00
7：00～22：00 9：00～18：00 8：00～18：00
7：00～22：00

0：00～24：00

名　　称 取り扱い業務 問い合わせ 12　　月 
29日d 30日e 31日f 1日- 2日a 3日b

1　　月 

本
　
庁
　
舎 

1
階 

2階 

3
　
階 

被災者住宅再建支援制度に関する相談・
申込受付等 

災害義援金の申請 

り災証明書・被災証明書の発行 

被災住宅解体廃棄物処理相談 

139・2515

139・2217

139・2893

139・2225

防災課 
（被災住宅生活 
再建支援チーム） 
福祉総務課 
資産税課 
（中会議室内） 
環境施設課 
（都市開発課内） 

8：30～17：15

9：00～17：15

9：00～19：00

休み 

名　　称 取り扱い業務 問い合わせ 12　　月 
29日d 30日e 31日f 1日- 2日a 3日b

1　　月 

融資相談、中小企業信用保証制度に関す
る認定書の発行等 139・2228商業振興課 大手通 

分　室 8：30～17：15 休み 

124・6116

141・2133
146・4601

127・6300

133・2345

137・3701
137・9990

136・3240
124・9322
138・2075

 9：00～ 
12：00申込 
書受理のみ　 

編集・発行：長岡市秘書広報課〒940-8501 新潟県長岡市幸町2の1の1 10258・39・2202／FAX 0258・39・2272 http://www.city.nagaoka.niigata.jp

平成16年12月25日発行
「長岡市政だより」は市民情報ラウンジ（市役所１階）、秘書広報課（市役所４階）、まちの情報コーナー（市民センター１階）で発行日から閲覧できます。

古紙配合率70％再生紙を使用しています 大豆インクを使用しています 
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新
春
を
迎
え
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
各
地
で
数
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
長
岡
市
に
お
い
て
も
、

７
・
13
水
害
と
中
越
大
震
災
の
二
つ
の
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
未
曽
有
の
災
害
と
な
っ
た
中
越
大
震
災
で
は
、
太
田
地
区
住
民
を
は
じ
め
と
す

る
七
百
あ
ま
り
の
世
帯
が
応
急
仮
設
住
宅
で
の
年
越
し
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
今
な

お
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
か
ら
新
年
度
予
算
の
本
格
的
な
編
成
時
期
を
迎
え
ま
す
が
、

例
年
に
な
く
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
越
大
震
災
に
負
け
ず
に

本
格
的
な
復
興
に
取
り
組
み
ま
す

こ
う
い
う
状
況
の
中
、
今
年
は
や
は
り
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
最
優
先
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
は
一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
中
心
市
街
地
の
構
造
改
革
、

子
ど
も
の
「
や
る
気
」
を
引
き
出
す
教
育
の
実
現
、
地
域
産
業
の
活
性
化
な
ど
の
課

題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
長
岡
市
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
も
の
は
何
か

を
厳
し
く
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
。

中
越
大
震
災
か
ら
の
本
格
的
な
復
興
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
道
の
り
が
決
し
て
楽

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
幸
い
、
地
元
大
学
の
先
生
の
呼
び
か

け
で
「
新
潟
県
中
越
地
震
・
大
地
復
興
推
進
会
議
」
が
発
足
す
る
な
ど
、
復
興
に
向

け
て
自
発
的
な
動
き
が
す
で
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
心
強
い
限
り
で
す
。

一
月
十
七
日
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
後
十
周
年
を
迎
え
る
神
戸
市
は
、
こ

の
十
年
間
で
着
実
に
復
興
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
長
岡
市
も
、
震
災
に
負
け
ず
に
力

強
く
復
興
し
、
そ
の
歩
み
を
全
国
に
向
け
て
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
が
被
災
地
の
中
心
都
市
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

四
月
一
日
の
合
併
は

四
十
万
都
市
へ
の
第
一
歩

一
方
今
年
は
、
地
方
分
権
と
い
う
大
き
な
時
代
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
い
よ
い

よ
市
町
村
合
併
が
実
現
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
四
月
一
日
、
中
之
島
町
、
越

路
町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
と
合
併
し
、
人
口
二
十
三
万
八
千
人
の
新
た

な
長
岡
市
と
し
て
出
発
し
ま
す
。
こ
の
四
月
一
日
の
合
併
は
、
私
の
持
論
で
あ
る
四

十
万
都
市
へ
の
第
一
歩
で
す
。
国
と
地
方
と
の
関
係
が
根
本
的
に
見
直
さ
れ
て
い
る

今
、
地
方
が
真
に
自
立
す
る
に
は
、
足
腰
の
し
っ
か
り
と
し
た
自
治
体
、
つ
ま
り
行

財
政
基
盤
の
強
固
な
自
治
体
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
中
越
地
域
の
発
展
を
考
え

れ
ば
、
そ
の
中
心
都
市
の
長
岡
市
が
大
同
団
結
を
呼
び
か
け
て
二
十
一
世
紀
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
時
代
の
要
請
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
こ

う
し
た
考
え
の
も
と
、
和
島
村
、
寺
泊
町
、
栃
尾
市
な
ど
と
合
併
の
協
議
を
進
め
、

条
件
が
整
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
新
長
岡
市
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
さ
ら
な
る
合
併
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

知
恵
と
力
で
ま
ち
を
つ
く
る
「
市
民
力
」
、
そ
し
て
異
な
る
個
性
の
地
域
が
互
い
に

刺
激
し
あ
っ
て
活
力
を
高
め
る
「
地
域
力
」
。
こ
の
二
つ
の
力
を
結
集
し
て
、
輝
け

る
未
来
の
長
岡
市
ひ
い
て
は
中
越
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
新
た
な
気
持
ち
で

復
興
と
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る
決
意
で
す
。

新
春
に
当
た
り
、
市
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

長岡市長

森　 民 夫

震災からの復興と 新たなまちづくりの年に

日の出と長生橋
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中
越
大
震
災
か
ら
、
二
カ
月
あ

ま
り
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

長
岡
市
で
は
多
く
の
支
援
、
応
援
、

励
ま
し
を
受
け
、
懸
命
に
応
急
復

旧
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

応
急
復
旧
対
策
か
ら
復
興
へ

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
は
十
一
月

二
十
四
日
か
ら
始
ま
り
、
十
二
月

上
旬
ま
で
に
約
二
千
三
百
人
の
み

な
さ
ん
が
入
居
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
最
高
時
に
百
十
七
カ
所

あ
っ
た
避
難
所
は
、
十
二
月
八
日

に
す
べ
て
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。

被
災
し
た
小
・
中
学
校
の
仮
設

校
舎
の
建
設
も
進
ん
で
い
ま
す
。

四
郎
丸
小
学
校
、
上
組
小
学
校
は

十
二
月
二
十
六
日
、
山
本
中
学
校

（
浦
瀬
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
）

は
一
月
七
日
か
ら
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
全
力
で
被
災
者

の
生
活
再
建
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

復
興
推
進
会
議
を
結
成

十
二
月
十
六
日
に
は
、
長
岡
造

形
大
学
教
授
の
平
井
邦
彦
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
、
「
新
潟
県
中
越
地

震
・
大
地
復
興
推
進
会
議
」
が
ま

ち
な
か
・
考
房
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
名
称
は
中
越
大
震

災
の
特
徴
が
地
盤
災
害
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
す
。

学
識
経
験
者
や
長
岡
市
周
辺
市

町
村
を
含
め
た
住
民
、
行
政
関
係

者
ら
が
集
ま
り
、
被
害
の
実
態
報

告
や
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
食
住
一
体
と
な
っ

た
中
山
間
地
の
特
性
を
生
か
し
た

復
興
策
が
大
切
」
「
国
・
県
の
政

策
に
直
結
す
る
仕
掛
け
が
必
要
」

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
は
違
っ

た
復
興
策
が
必
要
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
三
月
ま
で
を
第
一
期

と
し
、
問
題
の
検
討
や
行
政
に
対

す
る
方
針
提
起
を
行
い
、
そ
の
後
、

具
体
的
な
活
動
の
支
援
な
ど
を
行

い
ま
す
。

復
興
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

復
興
に
は
ま
ず
元
気
を
出
す
こ

と
が
大
切
と
、
十
二
月
二
十
三
日

に
は
、
厚
生
会
館
前
広
場
で
中
越

大
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
中
越
・

夢
百
俵
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
青
年
会
議
所
な
ど
が
実
施

し
た
も
の
で
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

復
興
へ
の
ア
ピ
ー
ル
、
市
民
に
よ

る
大
合
唱
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
午

後
五
時
五
十
六
分
に
は
黙
と
う
後
、

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
前
に
約
一
万
個
の
電

球
を
付
け
た
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
さ
せ
ま

し
た
（
一
月
十
五
日
ま
で
）。

大
み
そ
か
に
は
市
民
有
志
が
中

心
と
な
っ
て
企
画
し
た
「
が
ん
ば

ろ
ね
か
！
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
」
も

行
わ
れ
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

み
な
さ
ん
、
復
興
に
向
け
、
元

気
を
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

▲漫才協団による激励演芸会（12月10日・豊田小学校）
体育館のステージで行われた漫談や漫才、マジック、コントに子どもたちは笑ったり、驚いたり。みな
さん楽しい時間を過ごしました。

復
興
に
向
け
て

元
気
を
出
し
て
い
こ
ー
！

復
興
に
向
け
て

元
気
を
出
し
て
い
こ
ー
！

被災者の生活再建とまちの復興を祈願し、みんなで一緒に新しい年を祝いませんか。
災害に負けずに元気を出そうと、市民有志が中心となって企画しました。
みんなの願いを込めて打ち上げる花火をお楽しみください。催しも盛りだくさんです。

日時＝12月31日f午後10時～１月１日-午前１時
会場＝リリックホールおよび米百俵の群像前広場
内容＝カウントダウン花火（１月１日-午前０時に尺玉20発とスターマインを打ち上げます）、
越後特別一宮「願播朗（がんばろう）神社」、元気コンサート、温暖屋台村（年越しそば・
うどん、おしるこ、トン汁、飲み物）、餅つき大会、福引大会

問い合わせ＝がんばろねか！カウントダウン実行委員会1080・5690・8906

▲サポートセンター千歳（千歳１）
で行われた元気で行こう教室（12
月14日）
初回のこの日は、大花火音頭に
あわせて介護予防に役立つハッピ
ー体操をしました。
今後は、正月飾り作りなども行
うことにしています。

▲12月15日から長岡操車場地区と
ＪＲ長岡駅を結ぶ路線バスの運行
が始まりました

山古志村のみなさんの仮設住宅への引っ越しを手伝うボラン
ティア（12月14日）
引っ越しボランティアとして、青葉台地区の町内会のみなさ

んや青葉台中学校の生徒も大活躍。
山古志村の仮設住宅は青葉台地区の３カ所に建設され、12月

下旬までに約540世帯が入居する予定です。

地元の有志手作りの歓
迎横断幕（青葉台１ので
あい橋）

山古志村のみなさんのために青
葉台地区の町内会が作成し、各仮
設住宅に配布したタウンガイド
地図や路線バスの時刻表、同好
会・サークル活動などを掲載。

▼
▼

▼

▲お元気ですか訪問（12月16日・中
沢町）
仮設住宅などに入居した被災者の
みなさんが、新しい環境で健康な生
活が送れるよう、保健師らが12月10
日から個別訪問しています。
訪問では血圧などを測って健康状
態をチェックしたり、普段の過ごし
方などを聞いて生活環境の状況を確
認したりしています。

▲長岡操車場地区に設置されたツリ
ーイルミネーション（12月11日）
長岡青年会議所が全国の青年会議
所の協力を得て、県内53カ所の仮設
住宅建設場所や避難所にツリーを設
置しました。
この日は点灯式のほか、ハートフ
ルコンサートも開催されました。

震災に負けずにがんばろう！

災害復興元気支援

十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
上
旬
に
か
け
て
、
被
災
し
た
七
百
十
四
世
帯

が
市
内
四
地
区
（
下
表
参
照
）
の
仮
設
住
宅
に
入
居
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
入
居
者
の
み
な
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
十
二
月
一
日
に
仮

設
住
宅
入
居
者
生
活
支
援
対
策
チ
ー
ム
を
設
置
。
十
一
日
に
は
現
地
支
援

事
務
所
を
操
車
場
北
（
千
歳
一
）
に
開
き
、
自
治
組
織
の
立
ち
上
げ
な
ど

生
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
八
日
に
は
、
操
車
場
南
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
千
歳
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
地
内
へ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
は
全

国
初
の
試
み
で
、
仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
高
齢
者
等
を
対
象
に
入
浴

や
食
事
、
訪
問
看
護
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

市
内
の
仮
設
住
宅
に 

　
　
　
　
7
1
4
世
帯
が
入
居 

復
興
に
向
け
て
新
し
い
一
歩
を

仮設住宅の一覧 

操車場北（千歳１） 
操車場南（千歳１） 
旭岡（高畑町） 
滝谷（滝谷町） 
岡南（十日町） 
悠久山（悠久町） 
悠久山（中沢町） 
永田（永田町） 
稲保（福島町） 

中 央 地 区  
 

南 部 地 区  
 
東 部 地 区  
 
北 部 地 区  

計 

196 
203 
16 
67 
25 
 

134 

48 
25 
714

世帯 

（12月8日現在） 
団　　地　　名（町名） 入居世帯数 

元気を出そう！ 

みんなで 
　　行こう 

 がんばろねか！カウントダウン 



中
之
島
町 

日
　
本
　
海 

寺泊町 

長岡市 
栃尾市 

和
島
村 

与
板
町 

三島町 

小国町 

越
路
町 

山
古
志
村 
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置
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

協
議
会
で
は
、
平
成
十
七
年
三

月
末
ま
で
に
両
市
村
の
合
併
を
県

に
申
請
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

和
島
村
と
の
合
併
期
日
は
平
成

十
七
年
度
中
に
な
る
予
定
で
す
。

栃
尾
市
と
寺
泊
町
か
ら
再
び

合
併
協
議
開
始
の
申
し
入
れ
が

あ
り
ま
し
た

十
一
月
に
栃
尾
市
か
ら
、
ま
た
、

十
二
月
に
寺
泊
町
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
再
度
、
長
岡
市
に
合
併
協
議
を

始
め
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
栃
尾
市
と
合
併
協

議
を
始
め
る
か
ど
う
か
は
長
岡
市

議
会
で
継
続
審
査
中
で
す
。
ま
た
、

寺
泊
町
と
の
合
併
協
議
に
つ
い
て

は
十
二
月
議
会
最
終
日
（
十
二
月

二
十
七
日
）
に
審
議
さ
れ
る
予
定

で
す
。

西
中
学
校
男
子
が

初
出
場
！

西
中
学
校
男
子
駅
伝
チ
ー

ム
が
、
県
大
会
で
十
四
秒
差

の
接
戦
を
制
し
て
優
勝
し
、

見
事
全
国
大
会
初
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

地
震
に
よ
る
影
響
で
県
大

会
前
、
十
日
以
上
も
チ

ー
ム
練
習
が
で
き
な
い

期
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
間
も
選
手
た
ち
は

自
主
的
に
学
校
の
周
辺

で
走
り
込
み
を
続
け
ま

し
た
。

十
二
月
十
九
日
に
千
葉
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で

は
初
出
場
に
ふ
さ
わ
し
い
さ

わ
や
か
な
走
り
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。 被

災
を
乗
り
越
え

全
国
駅
伝
大
会
出
場

中
越
高
校
男
子
は

7
年
連
続
出
場
！

県
大
会
で
大
会
史
上
初
の

七
連
覇
を
達
成
し
た
中
越
高

校
陸
上
部
が
、
十
二
月
二
十

六
日
に
京
都
市
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

中
越
高
校
も
ほ
と
ん
ど
の

部
員
が
被
災
し
、
長
期
間
、

チ
ー
ム
練
習
が
で
き
な
か
っ

た
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て

の
快
挙
で
す
。
主
将
の
甲
野

智
広
さ
ん
は
、
「
全
国
大
会

で
は
県
記
録
の
大
幅
更
新
と

上
位
進
出
を
目
指
し
、
僕
た

ち
の
走
り
が
地
元
の
復
興
と

被
災
さ
れ
た
方
々
の
希
望
の

と
も
し
び
と
な
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
大
会
に
か
け

る
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

新
潟
大
学
附
属
長
岡
小
学
校
六

年
の
捧
瑠
維
さ
ん
が
、
全
国
小
・

中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
小
学

校
高
学
年
の
部
で
、
最
高
賞
の
文

部
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
作
の
題
名
は
「
助
け
合
う

心
　
７
・
13
水
害
」
。
七
月
の
水

害
で
被
災
し
た
人
た
ち
を
助
け
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
児
童
会
運
営

委
員
会
委
員
長
と
し
て
校
内
で
の

募
金
集
め
を
発
案
し
、
そ
の
活
動

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
文
章
に

つ
づ
っ
た
も
の
で
す
。

十
二
月
四
日
に
東
京
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
、
捧
さ
ん
が
受
賞

者
を
代
表
し
て
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
二
十

三
日
に
は
受
賞
の
功
績
を
た
た
え
、

市
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
捧
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

困
っ
て
い
る
人
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
、
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
県
議
会
で
六
市
町
村
の

合
併
に
つ
い
て
議
決
後
、
県
知
事

が
合
併
を
決
定
し
、
総
務
大
臣
に

届
け
出
ま
す
。

そ
し
て
、
総
務
大
臣
に
よ
る
告

示
を
経
て
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
に
人
口
二
十
三
万
八
千
人
（
平

成
十
二
年
国
勢
調
査
人
口
）
の
新

長
岡
市
が
い
よ
い
よ
誕
生
し
ま
す
。

和
島
村
と
合
併
協
議
を

始
め
ま
し
た

十
二
月
十
五
日
、
和
島
村
と
の

合
併
を
協
議
す
る
法
定
合
併
協
議

会
の
第
一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
十
一
月
に
和

島
村
か
ら
長
岡
市
に
合
併
協
議
開

始
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

両
市
村
の
議
会
で
議
決
を
得
て
設

6
市
町
村
の
合
併
で

人
口
は
23
万
8
千
人
に

十
月
十
三
日
、
長
岡
市
、
中
之

島
町
、
越
路
町
、
三
島
町
、
山
古

志
村
、
小
国
町
の
六
市
町
村
長
が
、

新
潟
県
知
事
に
六
市
町
村
の
廃
置

分
合
（
合
併
）
の
申
請
を
し
ま
し

た
。

▲森長岡市長が平山新潟県知事（当時）に申請
書を手渡しました

市政ニュース NAGAOKA

平
成
17
年
４
月
１
日
の
新
長
岡
市
誕
生
に
向
け

市
町
村
の
合
併
を
県
に
申
請
し
ま
し
た

6
長
岡
地
域
合
併
六
市
町
村
（
長
岡
市
・
中
之
島
町
・
越
路
町
・
三
島
町
・
山
古
志
村
・

小
国
町
）
の
す
べ
て
の
議
会
で
、
廃
置
分
合
（
合
併
）
の
議
案
が
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
十
月
十
三
日
、
六
市
町
村
長
が
新
潟
県
知
事
に
合
併
の
申
請
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
を
め
ぐ
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、
十
二
月
十
五
日
、
長
岡
市
は

和
島
村
と
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、
合
併
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

▲捧瑠維さんと捧さんを
指導した滝沢訓教諭

全国からの応援に感謝し、市内の企
業の健在ぶりをアピールするため、
県内外への商品などにはったシール

▲

▲西中学校男子駅伝チーム

▲中越高校男子駅伝チーム

全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

捧
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

黄色を付した６市町村が
４月１日に合併します

幕張メッセで
長岡の工業の復興をアピール

県下随一の技術集積を誇る長岡の工業界は震災後、被災地の中
でいち早く震災前と同じように受注に対応できる体制を整えまし
た。このことを全国に広く紹介し、
受注を確保しようと、市では、12
月１日から３日まで千葉市の幕張
メッセで開催された半導体分野の
最新技術や新製品を紹介する世界
最大の国際展示会「セミコン・ジ
ャパン2004」で、長岡のＰＲコー
ナーを設けました。
期間中、市内の工業団地の写真
などをパネルで展示し、チラシ２
万枚を来場者に手渡しながら、長
岡の工業の復興ぶりを大きくアピ
ールしました。

東京浅草では中越地域産業フェア
12月17・18日の両日、東京浅草で「元気出していこー！新潟」

をテーマに、中越地域の企業紹介と物産展からなる産業フェアを
開催しました。ＮＨＫの連続テレビ小説「こころ」で東京浅草と
中越地方が舞台となったことが縁で実現したこのフェアには大勢
の人が訪れました。
会場では、米菓、和洋菓子、日本酒、コシヒカ
リ、みそ、しょうゆなどの販売、工作・
産業機械の展示、観光紹介などを行い、
中越地域の企業が元気にがんばってい
る姿をここでもアピールしました。

新産業創造センター
開設記念式典を開催

11月26日、産学連携による研究開発の促進
や起業家の育成を目的とした施設「ながおか
新産業創造センター（愛称：ＮＢＩＣ）」の開
設記念式典を行いました。
この施設のオープンは11月１日でしたが、

震災のため、式典を延期していました。記念
式典の開催は、長岡の復興の動きを全国に発
信する象徴的なものとなりました。
経済産業省や新潟県、地元経済界、大学等

の関係者ら約
60人が出席し
た式典で森市
長は、「施設
の名前のとお
り、新しい産
業が長岡に根
付くことを期
待するととも
に、今日ここ
から長岡復興ののろしを上げたいと思います」
とあいさつしました。
ながおか新産業創造センターは、市が深沢

町の旧レーザー応用工学センターを改修した
もので、光ファイバーを整備したイ
ンキュベーションルーム（業務室）
や大規格容量の動力電源を持つラボ
（開発室）を備えています。

▲施設の開設を盛大に祝いました

▲大勢の人が長岡市のコーナーを
訪れました

エ　ヌ　ビ　ッ　ク

さ
さ
げ
る

い
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＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２

０
２
・
２
０
３
会
議
室
　
問
い

合
わ
せ
＝
県
長
岡
地
域
振
興
局

労
働
経
済
課
1
38
・
２
５
４
７

●
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
震
に
よ
り
、
事
業
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業

主
が
支
払
う
休
業
手
当
等
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
あ
る
事
業
所
の

事
業
主
　
適
用
期
間
＝
平
成
17

年
11
月
18
日
ま
で
　
問
い
合
わ

せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32

・
１
１
８
１

●
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金

「
予
約
採
用
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

大
学
等
へ
の
入
学
前
に
、
入

学
後
の
奨
学
金
貸
与
の
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
＝
地
震
等
で
被
災
し
た
世

帯
の
生
徒
・
学
生
で
、
平
成
17

年
度
に
大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
（
専
門
課
程
）
に
入
学
を
希

望
す
る
人
　
申
し
込
み
＝
在
学

す
る
（
出
身
の
）
高
校
、
専
修

学
校
（
高
等
課
程
）
の
奨
学
金

担
当
へ
　
※
制
度
の
詳
細
は
日

本
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w
w
w
.jasso.go.j

p/

で
ど
う
ぞ
　
問
い
合
わ
せ
＝

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
予
約
採
用
課
1
０
３
・
３

２
６
９
・
９
７
１
１

●
被
災
者
「
く
ら
し
と
お
金
」

無
料
相
談
会

地
震
で
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ん
の
「
く
ら
し
と
お
金
」
に
関

す
る
悩
み
ご
と
な
ど
に
お
答
え

し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
予
約
制
。

日
時
＝
１
月
29
日
g
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
　
会
場
＝
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
１
会
議

室
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン

ナ
ー
ズ
協
会
新
潟
支
部
1
０
２

５
・
２
２
２
・
１
８
１
５

●
義
援
金
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す

受
入
期
間
＝
平
成
17
年
３
月
31

日
e
ま
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
会

計
課
1
39
・
２
２
３
７

☆
銀
行
振
込

口
座
名
義
＝
長
岡
市
中
越
地
震

災
害
義
援
金
　
振
込
先
・
口
座

番
号
＝
北
越
銀
行
長
岡
市
役
所

支
店
…
普
通
預
金
１
１
８
５
３

４
、
大
光
銀
行
本
店
営
業
部
…

普
通
預
金
２
１
８
４
４
７
６
、

長
岡
信
用
金
庫
本
店
営
業
部
…

普
通
預
金
１
０
７
０
４
９
２

（
こ
れ
ら
金
融
機
関
の
本
・
支

店
窓
口
で
振
り
込
み
の
場
合
、

手
数
料
無
料
）

☆
郵
便
振
替

口
座
名
義
＝
長
岡
市
中
越
地
震

災
害
義
援
金
　
口
座
番
号
＝
０

０
５
０
０
―

４
―

１
５
５
（
窓

口
で
振
り
込
み
の
場
合
、
手
数

料
無
料
）

☆
現
金
書
留

送
金
先
＝
〒
９
４
０
―

８
５
０

１
（
住
所
記
入
不
要
）
長
岡
市

役
所
内
長
岡
市
災
害
対
策
本
部

（
１
月
24
日
b
ま
で
各
郵
便
局

の
窓
口
で
「
義
援
金
」
と
申
し

出
る
と
送
金
料
無
料
）

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

連
絡
を
く
だ
さ
い

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
人
は
資
産
税
課
に

連
絡
を
く
だ
さ
い
。

特
に
、
建
て
替
え
を
伴
わ
な

い
取
り
壊
し
の
場
合
、
課
税
を

誤
る
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

●
所
得
税
の
減
免
等
に

つ
い
て
の
説
明
会

水
害
や
地
震
に
よ
り
、
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
み
な

さ
ん
を
対
象
と
し
た
所
得
税
の

減
免
や
雑
損
控
除
に
つ
い
て
の

説
明
会
で
す
。

日
時
＝
１
月
26
日
d
・
27
日
e
、

２
月
１
日
c
・
２
日
d
・
３
日

e
①
午
前
の
部
…
午
前
10
時
か

ら
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）
②
午
後
の
部
…
午
後
１
時

30
分
か
ら
（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

会
場
＝
長
岡
新
産
管

理
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
（
新

産
２
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡

税
務
署
1
35
・
８
５
０
９

●
総
合
雇
用
・
労
働
相
談
会

賃
金
や
解
雇
な
ど
の
労
働
条

件
、
労
災
・
雇
用
保
険
、
仕
事

上
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
悩
み
な

ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
予
約
不
要
。

日
時
＝
１
月
12
日
d
・
26
日
d

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
　
場
所

震災に負けずにがんばろう！

納付区分 

平成16年11月分・12月分 
平成17年１月分 

延長前の納期限 

平成16年12月28日 
平成17年１月31日 

延長後の納期限 

平成17年１月31日 
平成17年２月28日 

区　　　　　分 

給与収入のみの人 

給与以外の収入が 
ある人 

1.9％ 
1.0％ 
1.9％ 
1.0％ 

年収が800万円以下の場合 
年収が800万円超の場合 
合計所得が600万円以下の場合 
合計所得が600万円超の場合 

助成する利率 

1,100万円 
590万円 

住宅の建設・購入 
住宅の補修 

被害区分 

全　　　　　壊 
大 規 模 半 壊 
半　　　　　壊 
一　部　損　壊 

200万円 
100万円 
25万円 
5万円 

県義援金配分額 

５万円 
５万円 
５万円 

市義援金配分額 

〔助成の対象となる融資の限度額〕 
〔助成期間〕 
　　借入れの日から５年間 
〔申し込み期限〕 
　　平成18年10月23日 

住宅復興資金借入金
の利子補給制度 

支援制度名 内　　　容　　　等 問い合わせ 

12月および１月納付分の納期限を延長します。これに伴い、口座振替日も
延期します。 国民健康保険料、介

護保険料、保育料、
へき地保育園使用料
の納期限の延長 

住宅応急修理制度 

地震が原因で負傷し、医師の診療を受け、治療に１カ月以上を要した方に
県から義援金が10万円配分されます（片付け等によるけが、内科、精神科
の病気は対象外）。 

重傷者災害義援金 

10月23日以降に納期限が到来する市税の納期限を延長します。延長する期
間は、決定次第、お知らせします。納期限延長により、12月28日cの固定
資産税・都市計画税の４期分は口座振替を行いません。 

居住していた住宅に被害を受けた方が、市内で自ら居住するための住宅を
建設・購入または補修するために、住宅金融公庫の災害復興住宅融資や市
内に営業店がある金融機関からの借入金を利用する場合、その利子の一部
を５年間助成します。 

市税の納期限の延長 

建築住宅課　1３９・２２２９ 

国保医療課　1３９・２２２０ 
介護保険課　1３９・２２４５ 
児童福祉課　1３９・２２１９ 
 

居住していた住宅が半壊以上の被害を受けた世帯には12月４日から、一部
損壊の被害を受けた世帯には12月13日から、お知らせ文書を順次お送りし
ています。１月以降も引き続きお送りしますので、届いていない方は、し
ばらくお待ちください。 

災害義援金 福祉総務課　1３９・２２１７ 
 

健康課　　　1３２・５０００ 

市民税課　　1３９・２２１２ 
資産税課　　1３９・２２１３ 
 

防災課（被災住宅生活再建
支援チーム）1３９・２５１５ 

被災者生活再建支援
金制度 

被災住宅の解体廃棄
物の処分 

居住していた住宅が半壊以上の被害を受けた世帯には12月24日までに「被
害認定通知書」と一緒にお知らせ文書を送付しました。届いていない方は、
ご連絡ください。 
なお、住宅応急修理制度を利用する方は、12月31日f正午までに申込書を
市に提出してください。 

防災課（被災住宅生活再建
支援チーム）1３９・２５１５ 

環境施設課　1２４・２８３８ 

※収入は平成15年中のものです。 

●死傷者
死者６人、負傷者2,108人
●火災発生状況
５件（10月23日の建物火災）
●建物（12月８日現在）
全壊…1,395棟、半壊…5,537棟、一部損壊…42,587棟
●避難者・避難所

●避難勧告
11月2日までに６学校区22町内の1,286世帯4,129人に対して発

令（12月15日現在、194世帯582人に避難勧告継続中）。
●ライフライン

●主要道路の通行止め
地震発生後、一般国道で５路線11カ所、主要地方道で６路線

11カ所、一般県道で10路線13カ所、市道（都市計画道路）で２
路線２カ所が土砂崩れや陥没などにより通行止めとなりました。
●道路・河川など

●農地・農業施設

●商工業
建物、設備、商品などの直接的な被害額は推計約390億円。こ
のほか、売り上げの減少など間接的な被害が相当額あり。
●公共施設
市役所本庁舎、柳原分庁舎、リリックホール、市立劇場、な

がおか市民センター、体育レクリエーション施設（12カ所）、市
営スキー場、勤労青少年ホーム、サンライフ長岡、勤労会館、
まちなか花火ミュージアム、職業訓練校、ながおか新産業創造
センター、中央図書館、互尊文庫、南・北地域図書館、科学博
物館、郷土史料館、藤橋歴史の広場、青少年文化センター、教
育センター、地区コミュニティセンター36カ所、上組小学校、
四郎丸小学校、太田小・中学校、山本中学校（このほか小学校
34校、中学校14校）、柿が丘学園、石坂保育園ほか保育園11カ所、
ロングライフセンターほか高齢者センター４カ所、市営牧場、
ふるさと体験農業センター、食肉センター、公営住宅など（21
団地46棟）、都市公園施設など（202カ所）、寿焼却施設、一般廃
棄物最終処分場柿埋立地、墓園、斎場、消防庁舎（４カ所）、消
防団車庫・置場（12カ所）、警鐘台（３カ所）、防火水槽（27カ
所）、消火栓（170カ所）、プール（５カ所）に被害が発生
当面利用できない主な市の施設は24ページ参照。

区　分 
農　　地 

農業施設 

195カ所 

2,397カ所 

田面の液状化による凹凸など 
用排水路などの損壊、カントリーエレベータ 
ー・倉庫などの破損、養鯉池の損壊など 

被害カ所数 被　害　概　要 

区　分 
避難者数 

避難所数 

50,100人（うち山古志村約2,200人） 

125カ所（うち山古志村８カ所） 

最高時（10月25日） ※長岡市の避難所は
12月８日午後７時に
閉鎖しました。 

区　分 
道路・河 
川など 
林道・ 
農道など 

十日町、六日市、栖吉、太田、山本地区ほか 

十日町、六日市、栖吉、宮本、大積地区ほか 

被害カ所数 主  な  被  害  発  生  地  区 

1,849カ所 

385カ所 

区　分 
電　　気 

都市ガス 
 
下 水 道 

水　　道 

電　　話 

64,592戸停電 
ガス漏れのため10月24日に約 
23,000戸供給停止（信越線の東側） 
使用できなくなった世帯数… 
10,393世帯（33,186人） 

電話回線の輻そうによりかかり 
にくい状態が発生 

断水戸数70,000戸 

個別対応を除いて復旧 

復旧 

個別対応を除いて復旧 

復旧 

個別対応を除いて復旧 

地震後の被害状況 復　旧　状　況 

震災以来、ごみを特別収集していましたが、すべてのごみと資源物
は、１月から通常の収集に戻します。「粗大ごみ」の戸別収集も再開
します（申し込み＝専用電話25・0053、専用ファクス25・0064）。
※災害ごみを出す場合は、事前に環境業務課にご相談ください。

問い合わせ＝環境業務課1２４・２８３７

１月から「ごみ収集カレンダー」どおりの収集に戻ります
震災関連の
お知らせ

中越大震災による長岡市の主な被害状況
記述のないものは12月16日現在の数字です。
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委員の改選により、新任者130人を含む307人が平成16年12月１日から地域で活
動しています。

民生委員・児童委員は、地域の良き相談役です。みなさんの悩みごとや相談ご
となどを聞き、解決に向けた支援やアドバイスをします。日々の暮らしの中で困
りごとがある人は、お住まいの地区の民生委員・児童委員にご連絡ください（秘
密は固く守られます）。

民生委員・児童委員 ～民生委員・児童委員の役割～ 

行政機関 民生委員・児童委員 住　民 

● 市役所 
● 社会福祉事務所 
● 児童相談所　など 

● 助言・援助 
● 福祉サービスなどの情報提供 
● 地区独自の活動　など 市民と行政機関を 

つなぐ架け橋です！ 

相談 連携 

・敬称略
・★は児童問題を専門に担当する
主任児童委員

・任期は平成16年12月１日～
平成19年11月30日

11 10

を紹介します
千
手
地
区

佐
藤
　
隆
一

柏
町
１

長
谷
川
静
子
草
生
津
２

佐
藤
敬
之
助
草
生
津
３

伊
佐
　
キ
ヨ

千
手
１

阿
部
　
キ
ヨ

宮
原
３

岩
内
　
孝
司

宮
原
２

清
水
　
則
夫

宮
原
１

金
井
　
助
弘

幸
町
１

栃
倉
　
惠
子

南
町
２

大
塚
　
松
司

南
町
１

山
田
　
和
夫
西
千
手
２

長
谷
川
芙
美
子

西
千
手
３

吉
野
　
勝
已

千
手
３

藤
田
　
武
彦

千
歳
３

廣
橋
　
和
光

山
田
１

★
清
水
　
陽
子

柏
町
２

★
金
山
ま
り
子

宮
原
２

四
郎
丸
地
区

土
田
　
明
典

弓
町
２

柳
澤
利
器
男

弓
町
２

土
田
　
健
一
四
郎
丸
１

長
尾
　
英
昭
四
郎
丸
３

鷲
見
　
ト
ヨ
四
郎
丸
４

茨
木
　
愛
子

前
田
１

中
野
　
勝
利

前
田
３

神
林
　
司
良
学
校
町
２

原
　
　
正
栄
学
校
町
２

河
野
　
邦
雄
学
校
町
３

吉
村
　
純
子

土
合
３

金
子
　
重
紀

土
合
５

諏
訪
　
祐
子

金
房
１

三
川
　
貞
男

長
倉
町

今
井
　
藤
昭

美
沢
２

木
村
　
藤
一

美
沢
４

★
山
川
千
恵
子
四
郎
丸
４

★
松
井
由
里
子

前
田
３

豊
田
・
柿
地
区

秋
山
　
幸
一

土
合
１

丸
山
　
和
子

花
園
２

小
林
　
　
功
花
園
東
１

吉
岡
　
栄
子

住
吉
１

五
十
嵐
憲
三

住
吉
３

丸
山
　
正
美

上
条
町

倉
地
　
　
厚

曙
　
３

長
谷
川
幸
子

末
広
３

今
井
マ
ス
ヱ

大
町
１

松
岡
　
光
子

高
畑
町

今
井
　
歌
子

高
畑
町

伊
部
　
美
子

柿
　
町

山
岸
加
代
子

高
町
４

荒
川
志
津
子

鉢
伏
町

石
　
立
子

高
町
１

★
小
宮
山
多
恵
子

花
園
東
１

★
小
松
　
玲
子

高
町
４

阪
之
上
地
区

渡
部
　
　
隆

殿
町
２

中
村
　
健
治
東
坂
之
上
町
１

金
子
み
な
子
坂
之
上
町
３

岡
地
　
代
造

殿
町
１

小
川
　
敏
孝

袋
町
３

清
水
　
行
夫

関
東
町

曽
根
由
美
子

台
町
１

五
十
嵐
　
保

台
町
２

井
上
　
涼
子
今
朝
白
１

長
　
昭
枝
今
朝
白
１

上
村
セ
イ
子
今
朝
白
２

関
　
　
ミ
ヨ

福
住
１

月
岡
　
利
雄
東
坂
之
上
町
３

★
遠
藤
　
悦
子
今
朝
白
２

★
青
�
由
美
子
坂
之
上
町
３

表
町
地
区

諸
橋
　
美
惠

柳
原
町

丸
山
　
正
雄

表
町
３

三
浦
　
竹
司

本
町
３

酒
井
　
重
一

渡
里
町

猪
俣
久
美
子
呉
服
町
２

細
山
き
く
子

中
島
４

島
津
　
淑
子

中
島
５

横
田
　
昭
治

中
島
６

★
樋
熊
　
憲
子

渡
里
町

★
草
間
真
由
美

表
町
４

中
島
地
区

大
崎
　
秀
夫

山
田
３

関
野
　
孝
二

春
日
１

小
林
　
一
男
日
赤
町
１

橋
　
清
純
日
赤
町
２

遠
藤
　
　
壽
日
赤
町
３

平
澤
　
勝
子

中
島
２

横
山
由
美
子

中
島
３

平
澤
　
静
雄

中
島
４

山
本
彌
一
郎
水
道
町
４

入
沢
エ
イ
子

中
島
１

★
高
野
　
礼
子
水
道
町
４

★
池
田
　
淑
子

中
島
３

神
田
地
区

高
戸
　
　
晃

石
内
２

萩
野
純
美
江

石
内
１

菊
地
　
四
郎
神
田
町
３

親
松
眞
由
美
西
神
田
町
１

松
本
　
勝
威
西
神
田
町
２

長
谷
川
三
郎

昭
和
２

佐
藤
　
和
子

昭
和
１

小
宮
　
和
子

昭
和
１

大
橋
　
　
治

中
島
６

★
石
井
　
雅
子

石
内
１

★
木
内
　
直
子
西
神
田
町
１

川
崎
地
区

内
田
　
徳
雄

福
住
３

白
井
　
是
典
東
神
田
３

小
島
　
應
人

長
町
２

永
井
　
宏
子

愛
宕
１

内
山
　
良
男

干
場
１

君
嶋
　
一
郎

地
蔵
１

渋
谷
　
謙
二

川
崎
１

神
林
　
敬
子

川
崎
２

仙
田
　
孝
雄

川
崎
３

丸
山
　
と
い

川
崎
４

山
口
ミ
ツ
子

川
崎
５

大
井
カ
ホ
ル

川
崎
６

上
原
　
　
修

川
崎
町

若
月
　
健
一

美
園
１

今
井
　
利
男

東
栄
２

島
田
善
十
郎

豊
　
２

★
横
山
　
幸
子

川
崎
２

★
飯
田
　
公
子

川
崎
町

新
町
地
区

西
山
耕
治
郎

新
町
２

佐
藤
　
　
進

琴
平
３

和
久
井
峰
和
東
新
町
１

吉
川
　
厚
子
東
新
町
３

中
村
　
良
男

泉
　
１

大
関
美
代
子

城
岡
２

原
田
　
義
男

城
岡
３

鰐
渕
　
正
子

北
園
町

中
野
ミ
ヨ
子
東
蔵
王
３

長
谷
川
婦
美

寿
　
２

福
田
よ
し
い
西
蔵
王
２

佐
々
木
伸
夫

松
葉
２

金
沢
　
敦
子
西
蔵
王
１

吉
澤
　
敦
子

蔵
王
１

小
森
　
昭
夫

蔵
王
１

大
村
　
清
子
西
新
町
１

★
渡
辺
　
照
子

城
岡
３

★
村
越
　
明
子

新
町
３

宮
内
地
区

戸
野
倉
信
道

村
松
町

早
川
　
一
男

横
枕
町

青
　
　
文
子

下
条
町

有
澤
　
繁
雄
摂
田
屋
４

若
井
　
　
勉
曲
新
町
２

小
松
　
　
將

宮
内
１

眞
嶋
タ
カ
子

宮
内
３

栗
林
　
ヤ
イ

宮
内
５

石
坂
　
東
治

宮
内
８

佐
藤
　
政
弘
東
宮
内
町

田
所
　
光
子

沢
田
１

岸
　
　
英
男

宮
栄
２

品
田
　
昭
夫

宮
栄
１

五
十
嵐
ケ
イ
子

三
和
１

今
井
　
雄
介

左
近
２

椛
澤
　
壮
治

今
井
３

滝
沢
　
博
吉

平
島
３

関
根
　
憲
夫

水
梨
町

菊
池
　
洋
子
上
前
島
町

小
幡

隆

町
田
町

五
十
嵐
治
平
西
宮
内
２

★
川
上
　
芳
子
摂
田
屋
２

★
五
十
嵐
俊
子

宮
内
７

岡
南
地
区

川
上
　
哲
英

片
田
町

竹
内
　
　
衛

十
日
町

小
梶
　
敏
子

十
日
町

矢
尾
板
　
登

高
島
町

山
田
　
喜
一

滝
谷
町

細
貝
　
久
雄

滝
谷
町

野
上
ア
ヤ
ノ
三
俵
野
町

坂
詰
　
勇
一

妙
見
町

★
中
村
カ
ズ
エ

片
田
町

★
笹
岡
　
幸
子

滝
谷
町

栖
吉
地
区

安
部
　
タ
イ

中
沢
３

中
村
し
の
ぶ

中
沢
４

古
屋
　
信
司
悠
久
町
１

山
田
　
忠
治
悠
久
町
３

外
山
　
雪
枝

中
沢
２

中
澤
　
　
博

乙
吉
町

中
川
　
勝
榮
千
代
栄
町

遠
藤
　
　
征

栖
吉
町

戸
田
　
榮
一

栖
吉
町

臼
井
　
　
肇
中
貫
町
２

多
川
く
み
子
中
貫
町
２

★
大
原
　
良
子
悠
久
町
４

★
室
橋
　
町
子

栖
吉
町

富
曽
亀
地
区

森
本
　
信
子

新
保
１

瀧
澤
　
敏
子

新
保
２

若
月
　
町
子

新
保
３

風
間
　
一
夫

新
保
４

菅
原
　
邦
明

稲
葉
町

金
子
　
艶
子

永
田
１

芝
田
　
　
忍

永
田
４

喜
多
ま
ゆ
み

堀
金
１

菊
地
　
　
湛

堀
金
３

小
林
　
秀
徳
小
曽
根
町

安
井
イ
ツ
子

亀
貝
町

小
林
　
光
子

富
島
町

★
野
村
　
和
子
小
曽
根
町

★
佐
藤
　
澄
子

宮
下
町

山
本
地
区

殖
栗
十
三
三
郎

乙
吉
町

殖
栗
十
四
雄
麻
生
田
町

島
倉
　
常
榮

浦
瀬
町

鹿
島
ま
ゆ
み

浦
瀬
町

佐
野
　
新
一

浦
瀬
町

佐
藤
　
ア
イ
加
津
保
町

保
科
　
輝
男
加
津
保
町

山
田
　
　
昇

桂
　
町

田
井
　
清
正

亀
崎
町

★
菊
池
　
　
博

宮
路
町

★
土
田
　
レ
イ

浦
瀬
町

黒
条
・
新
組
地
区

大
関
　
一
夫
下
々
条
町

渡
邉
　
勝
行
下
々
条
町

韮
澤
　
　
了

黒
津
町

伊
丹
　
嘉
昭

高
見
町

上
村
　
勝
栄

高
見
町

木
野
内
秀
男

高
見
２

田
中
　
禮
子

宝
　
４

中
野
　
良
子

宝
　
２

佐
藤
　
光
男

新
組
町

鈴
木
　
映
子

福
島
町

倉
内
　
　
譽

百
束
町

★
勝
又
　
良
紀
下
々
条
町

★
小
林
　
京
子

福
井
町

江
陽
地
区

大
井
　
和
子

蓮
潟
２

石
橋
　
　
誠

蓮
潟
３

関
原
　
保
雄

下
柳
１

近
藤
　
紀
子

藤
沢
１

大
平
　
耕
治

江
陽
１

反
町
　
君
子

江
陽
２

樋
口
　
里
子

宮
関
２

清
水
　
正
一

宮
関
３

重
山
　
榮
子

堤
　
町

高
野
　
洋
一

槇
下
町

稲
川
　
文
枝

巻
島
１

長
部
　
惠
子
南
新
保
町

櫻
井
　
武
夫
大
荒
戸
町

金
山
　
正
一

芹
川
町

中
野
　
博
子

成
沢
町

椛
澤
　
義
寛

川
袋
町

★
佐
藤
　
み
い

堤
　
町

★
廣
部
眞
理
子

宮
関
４

日
越
・
王
寺
川
地
区

鳥
羽
　
文
江
上
除
町
西
１

片
桐
　
明
子

上
除
町

片
桐
　
睦
子

上
除
町

野
島
　
光
子

上
除
町

関
矢
象
二
郎

上
除
町

大
谷
　
幸
子

上
除
町

高
野
　
二
衛

上
除
町

鍋
倉
　
　
博
南
七
日
町

大
森
眞
佐
一

七
日
町

関
矢
　
　
勝

宝
地
町

丸
山
　
　
隆

喜
多
町

金
子
喜
一
郎

高
瀬
町

�
橋
　
英
夫

寺
宝
町

池
津
　
雅
實
王
番
田
町

★
伊
豆
シ
ゲ
子

石
動
町

★
風
間
　
素
子

上
除
町

大
島
地
区

長
谷
川
　
淳
大
島
本
町
２

甲
野
　
秀
樹
大
島
本
町
４

中
村
チ
ヱ
子
三
ツ
郷
屋
１

橋
美
惠
子
三
ツ
郷
屋
２

橋
　
頼
子

喜
多
町

澤
　
　
勲
大
島
新
町
２

堀
　
　
憲
一
大
島
新
町
４

駒
形
　
玉
枝
大
島
新
町
５

田
邊
　
隆
子

緑
町
１

小
林
百
合
子

緑
町
２

清
水
ユ
ミ
子

寺
島
町

橋
　
紀
子
希
望
が
丘
３

★
藤
田
　
和
子

喜
多
町

★
池
田
　
保
子
希
望
が
丘
３

希
望
が
丘
・
深
才
地
区

中
村
　
久
子

下
山
２

齋
藤
　
輝
美

下
山
３

長
谷
川
　
剛

下
山
５

篠
田
　
政
衛

北
山
２

本
田
　
靖
子

北
山
３

�
橋
　
賞
子

大
山
２

鷲
津
　
　
輝

大
山
３

佐
野
　
茂
樹
希
望
が
丘
１

丸
山
　
信
治
希
望
が
丘
２

輿
　
　
政
吉
希
望
が
丘
南
５

小
林
　
滿
子
希
望
が
丘
南
６

小
野
塚
　
功

親
沢
町

堀
川
　
意
明

深
沢
町

小
林
　
良
子

深
沢
町

江
口
　
徹
也
才
津
南
町

砂
山
　
廣
鷹
才
津
西
町

田
中
ミ
チ
子

長
峰
町

★
桑
原
ハ
ル
子

下
山
３

★
近
藤
　
蓉
子
上
富
岡
２

関
原
・
宮
本
・
大
積
地
区

小
林
　
文
代
関
原
南
３

寺
塚
理
英
子
関
原
南
１

金
子
　
忠
博
関
原
南
４

鎌
倉
　
道
行
関
原
町
２

河
路
由
紀
子
関
原
町
３

武
藤
　
慎
吾

白
鳥
町

本
間
眞
智
子

雲
出
町

山
岸
　
正
眞
宮
本
町
１

高
橋
千
恵
子
宮
本
町
３

野
中
　
久
侍
宮
本
堀
之
内
町

佐
藤
　
正
樹
大
積
町
１

近
藤
　
正
敏
大
積
町
３

高
野
　
良
雄
大
積
三
島
谷
町

丸
山
　
幸
夫
大
積
田
代
町

丸
山
　
榮
一
青
葉
台
２

三
富
　
善
政
青
葉
台
３

★
鷲
津
　
澄
子
関
原
町
３

★
前
田
　
義
昭
青
葉
台
２

太
田
地
区

川
上
　
順
一

濁
沢
町

中
村
　
勇
次

蓬
平
町

問い合わせ＝福祉総務課
1３９・２２１７



日
時
と
内
容
＝
１
月
20
日
e
①
講
演

会
…
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
②
個
別

相
談
会
…
午
後
３
時
10
分
〜
４
時
30

分
　
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
（
坂

之
上
町
２
）

講
師
＝
弁
理
士
・
日

比
恆
明
さ
ん
　
□申
7
に
い
が
た
産
業

創
造
機
構
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
グ

ル
ー
プ
・
後
藤
さ
ん
1
０
２
５
・
２

４
６
・
０
０
６
３
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

niche@
nico.or.jp

へ
連
絡
し
、
所
定

の
申
込
書
を
１
月
11
日
c
ま
で
に
提

出■
養
護
学
校
「
け
や
き
の
会
」

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画

「
ウ
イ
ン
ニ
グ
・
パ
ス
」
上
映
会

全
編
字
幕
ス
ー
パ
ー
、
音
声
ガ
イ

ド
付
き
で
す
（
要
事
前
申
し
込
み
）。

日
時
＝
１
月
23
日
a
①
午
前
９
時
20

分
か
ら
②
正
午
か
ら
③
午
後
２
時
35

分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

入
場
料
＝
大
人
１
、２
０
０
円
、
中
学

生
以
下
８
０
０
円
（
当
日
は
大
人
３

０
０
円
増
、
中
学
生
以
下
２
０
０
円

増
）
、
介
助
者
は
半
額
　
□問
夢
ハ
ウ

ス
け
や
き
の
家
事
務
局
1
37
・
１
９

９
７

■
ト
ン
ト
ン
ギ
コ
ギ
コ
図
工
の
時
間

野
中
真
理
子
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
上
映
会
と
木
工
体
験
で

す
（
有
料
の
保
育
あ
り
）。

日
時
と
内
容
＝
１
月
23
日
a
①
上
映

会
…
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
10

分
、
午
後
５
時
30
分
〜
７
時
10
分
②

木
工
体
験
…
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場
＝
宮
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
参
加
料
＝
上
映
会
…
大
人
１
、０

０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
０
０
円
、

木
工
体
験
…
１
人
５
０
０
円
　
□問
造

形
ア
ト
リ
エ
プ
ス
プ
ス
・
長
谷
川
さ

ん
1
・
FAX
29
・
６
１
４
０

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

★
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に

ご
協
力
を

中
央
公
民
館
の
駐
車
場
は
、

施
設
の
復
旧
工
事
の
た
め
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
大
変
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
公
共
交

通
機
関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
な
が
お
か

元
気
ら
ぁ
て
シ
リ
ー
ズ

●1
「
元
気
」
と
「
あ
り
が
と
う
」

を
絵
手
紙
で

震
災
に
対
し
、
多
く
の
方
か

ら
い
た
だ
い
た
励
ま
し
に
応
え
、

あ
な
た
の
心
を
絵
手
紙
で
送
り

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１

月
24
日
〜

２
月
14
日

の
毎
週
月

曜
日
午
後

７
時
〜
８

時
30
分（
計

４
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

陶
芸
工
作
室
　
講
師
＝
日
本
絵

手
紙
協
会
公
認
講
師
・
谷
雅
子

さ
ん

持
ち
物
＝
線
用
筆
、
彩

色
用
筆
、
顔
彩
（
水
彩
絵
の
具

で
も
可
）
ほ
か
　
材
料
費
＝
５

０
０
円
　
定
員
＝
30
人
程
度（
先

着
）

申
し
込
み
＝
１
月
11
日

c
か
ら
　

●2
あ
っ
た
て
ん
が
の

か
た
り
べ
教
室

「
か
た
り
べ
」
と
し
て
た
く

さ
ん
の
人
の
心
を
癒
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
後
日
、
発
表
の
場
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
４

０
５
教
室
　
講
師
＝
①
新
潟
県

民
俗
学
会
常
任
理
事
・
高
橋
実

さ
ん
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
・
源
川
久
恵
さ
ん

③
長
岡
民
話
の
会
　
定
員
＝
20

人
程
度
（
先
着
）

申
し
込
み

＝
１
月
５
日
d
か
ら
　

●3
青
年
講
座「
基
本
の
マ
ナ
ー
」

若
い
時
か
ら
知
っ
て
お
き
た

い
基
本
の
マ
ナ
ー
を
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

ほ
か
　
講
師
＝
全
日
本
マ
ナ
ー

教
育
普
及
会
マ
ナ
ー
検
定
指
導

員
・
新
保
朝
子
さ
ん
　
対
象
＝

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
　
定
員
＝

40
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
１
月
５

日
d
か
ら

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

科
学
博
物
館
（
一
部
の
展
示

室
を
除
く
）
と
郷
土
史
料
館
は

１
月
５
日
d
か
ら
開
館
し
ま
す
。

●1
知
っ
て
お
き
た
い

地
震
の
基
礎
知
識

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

地
震
波
の
種
類
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
と
震
度
の
違
い
な
ど
を
当

館
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
９
日
a
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
　
申
し
込
み
＝
１
月

７
日
f
ま
で

●2
野
外
博
物
館
積
雪
コ
ー
ス

積
も
っ
て
い
る
雪
を
観
察
し

ま
す
（
積
雪
が
な
い
場
合
や
気

象
状
況
に
よ
り
中
止
あ
り
）。

日
時
＝
１
月
23
日
a
、
２
月
６

日
a
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場

＝
悠
久
山
公
園
自
由
広
場
　
集

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―

８
５
０
１

長
岡
市
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、

持
参
、
FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー

ルinf-prd@
city.nagaoka.niigata.

jp

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

■
極
彩
し
ゃ
べ
り
場
「
が
ん
ば
れ
中

越
　
震
災
後
の
支
援
と
は
」

震
災
時
の
在
住
外
国
人
支
援
を
テ

ー
マ
に
、
中
越
地
震
で
の
長
岡
市
の

体
験
を
も
と
に
議
論
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
８
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
内
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広

場
」

参
加
料
＝
無
料
　
□問
に
い
が

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
相
澤
さ

ん
1
０
２
５
・
２
４
８
・
５
６
６
４
　

■
新
潟
二
科
写
真
部
公
募
展（
無
料
）

約
３
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

１
月
15
日
g
午
後
２
時
か
ら
作
品

解
説
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
１
月
10
日
-
〜
16
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
11
日
c
は
除
く
。

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

＝
市
美
術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館

２
階
）

□問
二
科
会
写
真
部
新
潟
支

部
運
営
委
員
・
仲
村
さ
ん
1
34
・
４

８
２
９

■
講
演
会
「
脱
下
請
！
成
功
す
る

ニ
ッ
チ
企
業
へ
の
道
」（
無
料
）

中
小
企
業
の
生
き
残
り
と
し
て
有

望
な
ニ
ッ
チ
（
す
き
間
）
商
品
の
開

発
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。
希
望
者
に

は
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

合
場
所
＝
悠
久
山
公
園
小
動
物

園
前
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
防
寒
着
、

帽
子
、
手
袋
、
長
靴
、
雨
具

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

各
実
施
日
の
３
日
前
ま
で

●3
野
外
博
物
館
野
鳥
コ
ー
ス

１
年
を
通
し
て
信
濃
川
の
野

鳥
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午

前
９
時
〜
正
午
（
１
月
８
日
、

２
月
12
日
は
午
前
11
時
ま
で
）

雨
天
決
行
　
場
所
＝
信
濃
川
右

岸
堤
防
上
、
長
生
橋
と
大
手
大

橋
の
中
間
点
（
国
土
交
通
省
信

濃
川
河
川
事
務
所
裏
）

対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.

jpす
べ
て
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

●1
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
１
月
12
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝
梨
木

香
歩
著
「
西
の
魔
女
が
死
ん
だ
」

●2
映
画
会

日
時
・
内
容
＝
①
１
月
12
日
d

午
後
２
時
〜
３
時
40
分
「
鶴
は

翔
ん
で
ゆ
く
」（
’57
年
ソ
ビ
エ
ト
）

②
１
月
22
日
g
午
後
２
時
〜
３

時
55
分
「
エ
デ
ン
の
東
」（
’54
年

ア
メ
リ
カ
）
③
２
月
８
日
c
午

後
２
時
〜
４
時
15
分
「
翼
よ
！

あ
れ
が
巴
里
の
灯
だ
」（
’57
年
ア

メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０
人（
先

着
）

●3
早
春
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
１
月
15
日
g
午
後
３
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
内
容
＝
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
演
奏
な
ど

●4
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
１
月
28
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
吉
村
昭

著
「
大
黒
屋
　
光
太
夫
」

会

場
・
問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫

1
35
・
７
９
８
１

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

1
34
・
5
3
6
0

●
み
そ
づ
く
り
（
2
月
）

参
加
者
募
集

コ
ー
ス
と
期
日
＝
Ａ
コ
ー
ス
…

２
月
８
日
c
〜
10
日
e
、
Ｂ
コ

ー
ス
…
２
月
18
日
f
〜
20
日
a
、

Ｃ
コ
ー
ス
…
２
月
25
日
f
〜
27

日
a

参
加
料
＝
大
豆
５
㎏
コ

ー
ス
…
２
、５
０
０
円
、
大
豆
10

㎏
コ
ー
ス
…
５
、０
０
０
円
　
定

員
＝
各
コ
ー
ス
と
も
大
豆
使
用

量
１
２
０
㎏
ま
で
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日
-
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、
希

望
大
豆
量
（
５
㎏
・
10
㎏
の
別
）

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―

０
８
２
１
栖
吉
町
３
６

７
０
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー
へ

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

●
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

期
日
＝
①
土
曜
日
コ
ー
ス
…
１

月
29
日
、
２
月
19
日
②
日
曜
日

コ
ー
ス
…
１
月
30
日
、
２
月
20

日
　
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
３
年

生
〜
高
校
生
ま
た
は
親
子
（
幼

児
は
除
く
）

定
員
＝
各
コ
ー

ス
15
人
（
先
着
）

材
料
費
＝

粘
土
１
㎏
４
０
０
円
　
会
場
＝

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
申
し

込
み
＝
１
月
12
日

d
〜
23
日
a

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

13 12

体を使った言葉を体語と名付けます。たくさん
の体語を書き、豊かな日本語を身につけましょう。
課題＝すべての課題は各小学校・児童館に配布の

センターだよりをご覧ください。
・小学３年生

火口・出口・秋口・糸口・早口・口上・一口
・大口・口外・口角ほか（合計21）

・小学４年生
手足・手中・手水・手形・手相・手袋・手本
・手芸・手品・手法ほか（合計20）

・小学５年生
一目・目的・目礼・目下・目次・目茶・十目
・品目・岡目・折り目ほか（合計26）

・小学６年生
体育・体温・体格・体感・体質・体重・体制
・体力・体系・体現ほか（合計38）

賞＝最優秀賞ほか
展示会＝３月26日g青少年文化センターホール
応募用紙＝縦333㎜×横240㎜の書道半紙

（作品の表に学校名、学年、氏名を記
入。裏に郵便番号、住所、電話番号を
鉛筆で記入。一人５点以内）展示会終
了後、作品は返却します。

募集期間＝１月５日d～30日a

送付先＝〒940－0033今朝白１の１の１
青少年文化センター（1３４・１３０５）

会場と内容
①スズラン通り（午前11時から）…消
防職員・消防団員のパレード、一斉放
水など
②長岡商工会議所（正午から）…式典
大手通交差点から
関東町交差点の間を
車両交通止めにしま
す。バスの運行ルー
トが変わりますので
ご注意ください。ま
た、消防車が放水す
るときサイレンを鳴
らします。
問い合わせ＝消防署

1３６・０１１９

消防出初式は1月9日（日）

期
日 

2/2 
d

内
　
容 

①
講
義 

「
昔
話
の
魅
力
と
か
た
り
べ
」 

9 
d

②
講
義 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
」 

23 
d
16 
d

③
語
り
の
実
習 

・ 

期
日 

2/10 
e

内
　
容 

訪
問
と
お
も
て
な
し
の
マ
ナ
ー 

プ
ロ
ト
コ
ー
ル
（
国
際
儀
礼
）

の
知
識 

お
茶
と
お
菓
子
の
お
も
て

な
し 

冠
婚
葬
祭
の
マ
ナ
ー 

心
に
響
く
お
便
り
の
基
本 

24 
e

17 
e

3/3 
e

▲絵手紙

からだご

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★ 
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

日時＝１月16日a①午前11時から②午後１時30分から
会場＝リリックホール・シアター
定員＝各450人（当日午前10時から入場整理券を配布）
出演＝NHK教育テレビ・ワクワクさん
問い合わせ＝NHK新潟放送局1025・230・1622

中越地震被災地慰問イベント
つくってあそぼ～ワクワクさんがやってきた！

▲一斉放水



◇
時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

◇
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

◇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

15 14

い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
で
す
。

●
パ
ッ
シ
ョ
ン
＆

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
展

期
間
＝
１
月
５
日
d
〜
10
日
-

●
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

絵
手
紙
作
品
展

期
間
＝
１
月
12
日
d
〜
19
日
d

●
長
岡
造
形
大
学
・
実
習
展
示

期
間
＝
１
月
21
日
f
〜
31
日
b

●1
市
民
企
画
講
座

第
4
回
幸
齢
セ
ミ
ナ
ー

公
開
講
演
会
「
女
性
と
年
金
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
２
月
５
日
g
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
講
師
＝
お
茶
の
水
女
子

大
学
客
員
教
授
・
袖
井
孝
子
さ

ん な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
1
39
・
2
7
6
3

■
教
育
研
究
協
議
会
・

科
学
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
＝
１
月
24
日
b
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
　
会
場
＝
附
属
長
岡
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
　
内
容
＝

公
開
授
業
、
分
科
会
、
科
学
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
参
加
料
＝
無
料
（
資

料
代
別
）

□申
１
月
14
日
f
ま
で
に

附
属
長
岡
小
学
校
1
32
・
４
１
９
１

へ■
お
っ
ぱ
い
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た

め
の
料
理
教
室

日
時
＝
１
月
27
日
e
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
　
会
場
＝
上
川
西
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
８
０
０

円
　
□申
１
月
25
日
c
ま
で
に
ほ
乳
っ

こ
ク
ラ
ブ
・
関
根
さ
ん
1
・
FAX
25
・

０
５
５
０
へ

■
中
越
地
震
慰
労
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

ヒ
ー
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

日
時
＝
２
月
５
日
g
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
専
福
寺
（
十
日
町
）

出
演
＝
彦
☆
星
さ
ん
　
□問
藤
田
さ
ん

1
35
・
１
８
７
１

■
〜
石
塚
三
郎
旧
蔵
ガ
ラ
ス
乾
板
写

真
展
〜
活
写
さ
れ
た
明
治
・
大
正

の
長
岡
（
無
料
）

明
治
33
年
に
長
岡
で
歯
科
医
を
開

業
し
た
石
塚
三
郎
が
撮
影
し
た
写
真

の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。
２
月
13
日

a
午
後
２
時
か
ら
記
念
講
演
会
を
、

12
日
g
・
19
日
g
午
前
11
時
か
ら
と

午
後
２
時
か
ら
展
示
解
説
を
開
催
。

日
時
＝
２
月
11
日
-
〜
20
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
　
会
場
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
□問
長

岡
郷
土
史
研
究
会
事
務
局
1
36
・
７

８
３
２

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

●2
県
高
校
文
化
連
盟
巡
回
展

「
高
校
生
の
目
・
愛
・
私
」

新
潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

写
真
専
門
部
展
の
巡
回
展
で
す
。

カ
メ
ラ
を
構
え
た
高
校
生
の
会

話
や
鼓
動
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

期
間
＝
１
月
７
日
f
ま
で
　
会

場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
前
フ
ロ

ア
、
北
越
銀
行
本
店
営
業
部
ロ

ビ
ー

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
利
用
を
一
部
制
限

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●1
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆

お
絵
描
き
タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
、
お
絵
描
き
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
＝
１
月
12
日
d
・
19
日
d
、

26
日
d
、
２
月
９
日
d
の
午
前

11
時
か
ら
（
45
分
程
度
）

●2
ミ
ニ
互
尊
文
庫
（
図
書
館
）

が
や
っ
て
く
る
！

ち
び
っ
こ
広
場
を
利
用
す
る

み
な
さ
ん
に
、
図
書
館
の
絵
本

や
育
児
書
を
貸
し
出
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
19
日
d
午
前
11
時

〜
正
午

※
貸
し
出
し
の
際
は
、
図
書
館

の
貸
出
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は

当
日
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
、
住
所

が
確
認
で
き
る
物
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●3
ち
び
っ
こ
豆
ま
き
大
会

パ
ー
ト
１

元
気
は
つ
ら
つ
鬼
退
治
！
親

子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１
月
30
日
a
午
前
11
時

〜
正
午
　
対
象
＝
乳
幼
児
〜
小

学
校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者

申
し
込
み
＝
１
月
28
日
f
ま
で

パ
ー
ト
２

み
ん
な
で
鬼
の
お
面
を
つ
く

っ
て
、
豆
ま
き
を
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
３
日
e
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

対
象
＝

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
申
し

込
み
＝
２
月
１
日
c
ま
で

●4
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、「
わ

い
わ
い
ル
ー
ム
」（
ち
び
っ
こ
広

場
内
）
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
よ
こ
コ
ー
ス
（
生
後
6
カ

月
未
満
）

日
時
＝
２
月
８
日
c
午
前
11
時

か
ら
（
１
時
間
程
度
）

②
め
ば
え
コ
ー
ス
（
生
後
6
カ

月
以
上
）

日
時
＝
２
月
４
日
f
午
前
11
時

か
ら
（
１
時
間
程
度
）

●5
子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

●
新
年
お
め
で
と
う
美
術
展

日
時
＝
１
月
10
日
-
〜
23
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
地
下
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
郷
土
の
童
画
家「
川
上
四
郎
」

作
品
展

期
間
＝
１
月
３
日
b
〜
23
日
a

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

平成17年の長岡市成人式は、５月３日-に市立劇場で開催します
（午前11時開式予定）。対象者は、昭和59年４月２日から60年４月
１日生まれの人です。新成人には、４月中旬に案内状を送付します。
学業や就業の関係で市外に転出した人で、出席を希望される人は、
青少年育成課にご連絡ください。

問い合わせ＝青少年育成課1３２・０５８１

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niig

ata.jp

「ふんばる」
長岡大手高校１年・丸山恵理子
さんの作品「山古志村の牛の角
突きを初めて見て、牛の大きさ
と迫力に圧倒されました。また
見に行けることを願っています」

▼

※
青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学

校
４
年
生
〜
高
校
生
で
す
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）。

●1
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ
ッ
ク

弦
楽
コ
ン
サ
ー
ト

w
ith
SAW

A
Q
UARTET

日
時
＝
１
月
９
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
入

場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

●2
春
を
告
げ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の

調
べ
〜
バ
ロ
ッ
ク
の
名
曲
を

集
め
て
〜

日
時
＝
１
月
23
日
a
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
出

演
＝
朝
岡
聡
さ
ん
ほ
か
　
料
金

＝
全
席
指
定
３
、０
０
０
円
（
当

日
５
０
０
円
増
）

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
29
・
7
7
1
5

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
や
整
理
券
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●3
野
村
万
作
狂
言
会

日
時
＝
２
月
18
日
f
午
後
６
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
＝

全
席
指
定
３
、０
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
）

演
目
＝
解
説

…
石
田
幸
雄
さ
ん
、
「
仏
師
」

野
村
万
之
介
さ
ん
、
高
野
和
憲

さ
ん
、
「
二
人
袴
」
野
村
万
作

さ
ん
、
石
田
幸
雄
さ
ん
、
高
野

和
憲
さ
ん
、
竹
山
悠
樹
さ
ん

青
少
年
招
待
＝
10
人
（
申
し
込

み
は
１
月
18
日
c
必
着
で
）

●4
澤
カ
ル
テ
ッ
ト
＆

小
山
裕
幾
コ
ン
サ
ー
ト

澤
カ
ル
テ
ッ
ト
と
２
０
０
４

年
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
フ
ル

ー
ト
部
門
第
１
位
に
輝
い
た
長

岡
高
校
３
年
生
の
小
山
裕
幾
さ

ん
の
共
演
で
す
。

日
時
＝
３
月
20
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料

金
（
全
席
自
由
）
＝
一
般
３
、

０
０
０
円
、
学
生
１
、０
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

チ

ケ
ッ
ト
発
売
日
＝
１
月
９
日
a

青
少
年
招
待
＝
20
人（
申
し
込
み

は
２
月
20
日
a
必
着
で
）

●5
市
民
企
画
公
募
型
事
業

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

体
験
し
よ
う
！

●
親
と
子
ど
も
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ
パ
イ

ア
ッ
テ
ナ
」

日
時
＝
３
月
５
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
出
演
＝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
・
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー

リ
ー
ズ
　
場
所
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
（
全

席
自
由
）
＝
大
人
２
、５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、５
０
０
円
（
当

日
各
５
０
０
円
増
）

●
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
３
月
６
日
a
か
ら
（
全

３
回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ
、
シ
ア

タ
ー
　
対
象
＝
小
学
校
３
年
生

〜
中
学
生
　
定
員
＝
30
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

料
金
＝
２
、

０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

講
師
＝
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
・
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー
リ
ー
ズ

申
し
込
み
＝
２
月
５
日
g
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
で

●6
リ
リ
ッ
ク
演
劇
ス
ク
ー
ル

リ
リ
ッ
ク
俳
優
養
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
２
月
12
日
g
か
ら
（
全

11
回
）

最
終
日
発
表
公
演
＝

３
月
21
日
-

講
師
＝
演
出
家

・
劇
団
文
学
座
所
属
・
西
川
信

廣
さ
ん
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
な
ど
　
対
象
＝
18
歳
以
上

（
高
校
生
不
可
）
で
、
稽
古
と

発
表
会
に
参
加
で
き
る
人
　
定

員
＝
20
人
程
度
（
選
考
あ
り
）

受
講
料
＝
１
０
、５
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

申
し
込
み
＝
１

月
10
日
-
ま
で

そ
の
他
の
催
し

期
日 

担
　
当 

1/13 
e

27 
e

2/10 
e

内
　
容 

1/20 
e

家
庭
内
の
困

り
ご
と 

家
庭
児
童

相
談
員 

母
子
の
健
康

や
子
育
て 

母
子
保
健

推
進
員 

・ ・ 

長岡市成人式は5月3日（祝）です

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

テ
　
ィ
　
ー
　
ン
　
ズ

ア
イ
　
　

ア
イ
　
　
　
ア
イ

▲昨年のコンサートで

▲小山裕幾さん

●東儀秀樹新春コンサート2005
（１月30日）
チケット払い戻し方法は、お問い
合わせください（１月31日bまで）。

公演中止のお知らせ

こ
う
れ
い

う
　
つ



■
母
と
子
の
つ
ど
い
「
赤
ち
ゃ
ん
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
無
料
）

日
時
＝
１
月
25
日
c
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
講
義
と
情
報
交
換
　
対
象
＝
１
歳

未
満
児
と
そ
の
保
護
者
（
お
父
さ
ん

も
大
歓
迎
）
、
妊
婦
　
講
師
＝
助
産

師
・
平
沢
幸
恵
さ
ん
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
。
保
育
あ
り
）

□申
１
月
11

日
c
か
ら
健
康
課
内
母
子
保
健
推
進

員
協
議
会
事
務
局
1
32
・
５
０
０
０

へ■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
１
月
17
日
b
、
２
月
21
日
b

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　
内
容
＝
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談（
予

約
制
）

会
場
・
□申
県
長
岡
地
域
振

興
局
地
域
保
健
課
1
33
・
４
９
３
１

■
長
岡
表
具
同
好
会
会
員
募
集

日
時
＝
２
月
４
日
f
か
ら
の
毎
月
第

１
・
３
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
年
会
費

＝
３
、０
０
０
円
（
別
に
材
料
費
必
要
）

□申
同
会
・
佐
藤
さ
ん
1
36
・
２
４
５

５■
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
会

会
員
募
集

脳
の
活
性
化
を
促
し
ボ
ケ
を
防
ぐ

と
注
目
さ
れ
て
い
る
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
月
２
回
、
日
曜
日
の
午
前

９
時
20
分
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
東

泉
閣
（
柏
町
２
）

参
加
料
＝
１
、

５
０
０
円
（
表
彰
あ
り
）

□申
同
会

・
小
林
さ
ん
1
32
・
０
２
７
９

■
長
岡
英
会
話
サ
ー
ク
ル
「
Ｅ
―

Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
」
メ
ン
バ
ー
募
集

活
動
日
時
＝
毎
月
第
２
・
３
・
４
火

曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

活
動
場
所
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

＝
英
会
話
初
心
者
　
講
師
＝
外
国
人

講
師
　
会
費
＝
月
３
、０
０
０
円
程
度

（
別
に
年
会
費
３
、０
０
０
円
）

□申

同
サ
ー
ク
ル
・
畠
山
さ
ん
1
36
・
７

７
３
６

■
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

（
厚
生
労
働
省
所
管
情
報
処
理

技
術
者
養
成
施
設
）
学
生
募
集

入
学
資
格
＝
①
高
校
卒
業
者
②
平
成

17
年
３
月
高
校
卒
業
見
込
み
の
人
③

高
校
卒
業
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る

人
　
願
書
受
付
＝
平
成
17
年
３
月
ま

で
　
募
集
コ
ー
ス
と
定
員
＝
①
普
通

課
程
２
年
制
各
50
人
（
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
・
情
報
シ
ス
テ
ム
・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
）
②
短
期
課
程
１
年
制
各
20
人

（
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
・
Ｏ
Ａ
秘
書
）

□問
信
濃
川
テ
ク
ノ
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
小

千
谷
市
上
ノ
山
）
1
０
１
２
０
・
４

０
５
・
０
７
０

■
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

奨
学
生
募
集

対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
人
①
県
内
に
居
住
す
る
人
の
子
で

４
年
制
大
学
に
進
学
・
在
学
す
る
人

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡

く
し
た
人
③
進
学
後
の
学
資
の
支
払

い
が
困
難
な
人
　
募
集
人
数
＝
若
干

名
　
奨
学
金
＝
月
額
２
万
円
　
返
還

＝
卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌

月
か
ら
８
年
以
内
（
年
12
万
円
以
上
、

無
利
息
）

□申
１
月
31
日
b
ま
で
に

所
定
の
願
書
で
同
財
団
（
新
潟
県
労

働
金
庫
内
）
1
０
２
５
・
２
２
８
・

３
４
１
１
へ

公
園
緑
地
課
1
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

●
花
と
緑
の
教
室

「
サ
ギ
草
の
育
て
方
」

会
場
で
サ
ギ
草
を
植
え
、
自

宅
で
育
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
２
月
19
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
千
秋
が

原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト
リ
ウ
ム

２
階
　
講
師
＝
小
林
正
夫
緑
花

推
進
指
導
員
　
定
員
＝
30
人（
先

着
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
１
月
19
日
d
〜
２
月
10

日
eス

ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
6
1
1
7

●1
地
域
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

今
年
度
は
、
次
の
３
種
目
を

実
施
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
１
月
14
日
f
ま
で

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
経

由
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
（
詳

し
く
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
各
地
区
の
体
育
指

導
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）

●2
体
育
館
の
専
用
使
用（
2
月
・

3
月
）
を
受
け
付
け
ま
す

申
し
込
み
＝
１
カ
月
ご
と
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
使

用
希
望
者
は
、
必
ず
往
復
は
が

き
（
１
枚
に
つ
き
１
件
）
で
、

使
用
希
望
施
設
名
、
使
用
希
望

月
日
（
第
３
希
望
ま
で
可
）
、

時
間
（
２
時
間
以
内
）
、
団
体

名
、
種
目
、
代
表
者
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
８
４
幸
町
１
の
２
の
31
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
重
複
す
る

使
用
は
抽
選
し
決
定
（
２
月
使

用
分
は
１
月
20
日
e
ま
で
の
到

着
分
を
１
月
21
日
に
、
３
月
使

用
分
は
２
月
20
日
a
ま
で
の
到

着
分
を
２
月
21
日
に
抽
選
）。

※
各
月
22
日
以
降
は
各
体
育
館

（
附
属
長
岡
中
学
校
体
育
館
は

市
民
体
育
館
）
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

17 16

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

（財）
長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
1
3
0
と
加
盟
団
体
の
催
し

●1
冬
季
市
民
卓
球
大
会

期
日
＝
１
月
23
日
a

会
場
＝

み
し
ま
体
育
館
　
種
目
＝
男
子

・
女
子
と
も
…
一
般
・
高
校
生
、

中
学
２
年
生
、
中
学
１
年
生
の

部
、
混
合
…
小
学
５
年
生
以
上
、

小
学
４
年
生
以
下
の
部
　
シ
ニ

ア
…
男
子
65
歳
以
上
、
男
子
64

歳
以
下
、
女
子
フ
リ
ー
の
部

参
加
料
（
当
日
に
）
＝
一
般
７

０
０
円
、
高
校
生
・
シ
ニ
ア
５

０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
５
０

円
　
□申
１
月
13
日
e
ま
で
に
中

学
生
の
部
は
旭
岡
中
学
校
へ
Ｅ

メ
ー
ル56asahi@

kom
e100.

ne.jp

で（
□問
1
39
・
３
０
６
５
）
、

そ
の
他
の
部
は
市
民
体
育
館
に

ビ
ニ
ー
ル
袋
　
申
し
込
み
＝
１

月
28
日
f
ま
で

●3
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

震
災
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
心

の
手
当
て
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
食
事
等

の
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

●4
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
い
、

中
性
脂
肪
が
多
い
と
い
う
人
が

対
象
で
す
。

日
時
＝
１
月
21
日
f
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
保

健
師
・
栄
養
士
の
話
、
調
理
実

習
、
運
動
実
技
な
ど
　
持
ち
物

＝
健
康
診
査
の
結
果
、
エ
プ
ロ

ン
、
お
持
ち
の
人
は
健
康
手
帳
、

運
動
し
や
す
い
服
装
　
参
加
料

＝
５
０
０
円
（
調
理
実
習
費
）

申
し
込
み
＝
１
月
17
日
b
ま
で

に
電
話
で
健
康
課
へ

●
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
と
「
お
む
つ
代
控
除
確

認
書
類
」
を
交
付
し
ま
す

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告

で
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

申
告
時
に
は
「
認
定
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
の
人
な
ど

で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

は
、
市
役
所
が
発
行
す
る
「
確

認
書
類
」
で
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

「
認
定
書
」
や
「
確
認
書
類
」

が
必
要
な
人
は
、
交
付
申
請
書

を
介
護
保
険
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付

申
請
書
は
、
介
護
保
険
課
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

月
１
日
・
３
日
・
10
日
は
休
み
）

②
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
痴
ほ
う
予
防
な
ど
、
理

学
療
法
士
、
保
健
師
等
が
個
別

相
談
に
応
じ
ま
す
（
予
約
制
）。

日
時
＝
１
月
27
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
健

康
課
へ

●2
パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
婦
･
配
偶
者
同
士
の
交
流

や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

対
象
＝
妊
婦
と
配
偶
者
　
時
間

＝
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用

具
、
沐
浴
実
習
用
の
タ
オ
ル
、

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

の
機
能
訓
練
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

①
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人

な
ど
に
機
能
訓
練
室
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
器
具
の
利
用
や
軽

体
操
を
自
主
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
１

期
日 

担
　
当 

18 
f

内
　
容 

リ
ラ
ッ
ク
ス
体

操
、
講
話
「
夫

婦
で
子
育
て
す

る
た
め
に
大
切

な
こ
と
」 

助
産
師 

産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー 

沐
浴
実
習 

助
産
師 

保
健
師 

2/4 
f

種
目 

期
日 

27 
a

会
場 

ソ
フ
ト 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

み
し
ま 

体
育
館 

イ
ン
デ
ィ
ア
カ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

2/13 
a

専
用
使
用
で
き
る
施
設 

時
間 

★
震
災
特
別
利
用（
平
日
の
み
） 

附
属
長
岡
中
学
校
体
育
館 

（
利
用
可
能
種
目
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
1
面
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
2
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
2
面
、

卓
球
6
台
ほ
か
。
料
金
は
1
時

間
3
0
0
円
）
　 

市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ 

北
部
体
育
館
多
目
的
ホ
ー
ル 

南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア 

新
産
体
育
館
ホ
ー
ル 

（
金
曜
日
を
除
く
） 

み
し
ま
体
育
館
ア
リ
ー
ナ 

（
2
面
） 

※
土
・
日
・
祝
日
は
大
会
使
用
を
優
先 

午前9時～午後9時30分 午後6時～8時30分 

期
日 

定
員 

担
　
当 

2/9 
d

26 
d

1/12 
d

内
　
容 

心
の
健
康 

保
健
師 

精
神
保
健
福

祉
相
談
員 

3
人 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

4
人 

栄
養
士 

保
健
師 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

4
人 

栄
養
士 

保
健
師 

1月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用

ください。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）
１月１日-～３日bは、受付時間が午前10時～11時

30分、午後１時～２時30分に変わります。ご注意くだ
さい。

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  

（1 33・3111） 
（1 28・3600） 
（1 35・3700） 

 1 日-・10日-・30日a 
 2 日a・16日a　　　　
 3 日b・ 9 日a・23日a

立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 

安心で快適なゲレンデや雪遊び広
場で家族そろってウィンタースポー
ツが楽しめます。天候の悪い日でも
屋内のフワフワ遊具で遊べます。
日時＝１月２日a～２月27日a午前９時30分～
午後４時30分　料金＝入園料・駐車料・ロープ
リフト使用料無料　内容＝スキーゲレンデ（300
ｍロープリフトあり）、ソリゲレンデ（150ｍロ
ープリフトあり）、雪遊び広場（スコップ、バ
ケツの貸し出しあり）、レンタルサービス（ソリ、
スノーラフティング、スノーシューは有料。ク
ロスカントリー用スキー、ブーツは無料）
ロープリフトは積雪の十分にある土・日・祝
日に運行します（積雪状況はホームページまた
は電話でお問い合わせください）。
問い合わせ＝越後公園管理センター147・8001

国営越後丘陵公園ホワイトシーズン

あ
る
所
定
の
用
紙
を
7
長
岡
市

体
育
協
会
FAX
34
・
２
８
０
８
へ

●2
市
民
体
育
祭
ス
キ
ー
大
会
兼

増
田
記
念
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
競
技
会

距
離
競
技
の
み
、
国
営
越
後

丘
陵
公
園
で
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
２
月
13
日
a

参
加
料

＝
高
校
生
・
一
般
１
、０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
５
０
０
円
、
ビ
ギ

ナ
ー
２
０
０
円
、
リ
レ
ー
（
１

チ
ー
ム
）
１
、０
０
０
円
　
□申
１

月
28
日
f
午
後
５
時
必
着
で
参

加
料
を
添
え
て
7
長
岡
市
体
育

協
会
へ
（
申
込
書
は
市
民
体
育

館
に
あ
り
ま
す
）



男女が対等に、かつ、自立して暮らせる「男女共同
参画社会」づくりを進めるためには、あらゆる分野に
男女がともに参画していくことが大切です。
長岡市では、審議会等に参画する女性の割合が平成
17年度には30％に達することを目標に、女性の登用を
推進しています。平成16年度は、その割合が前年より
0.9ポイント増の27.7％となりました。
今後も、委員公募枠の拡充等により、男女共同参画
によるまちづくりを進めます。
担当=企画課女性政策班1３９・２２０４

審議会・委員会等の状況（過去5年間、数値は4月1日現
在）

議会・行政委員会等の状況（平成16年4月1日現在）

※は選挙によるもの（農業委員は33人中28人が選挙による）

女性の登用状況
―長岡市の女性の委員比率は27.7％―

従来、長岡税務署で行っていた所得税の確定申告と
個人事業者の消費税、贈与税等の申告会場が、今年は
以下のとおりに変わります。
〔申告会場〕
２月７日b～３月15日c…長岡新産管理センター

（新産２の１の４長岡市新産体育館隣）
〔受付時間〕平日の午前９時～午後３時30分（正午～

午後１時と土・日・祝日は除く）

還付申告は市民センターでも受け付けます
給与所得者、公的年金のみの人の所得税の還付申告

（災害に関わる雑損控除の還付申告を含む）は、２月
１日c～３月15日c、ながおか市民センターで税理士
会長岡支部が申告書の受付、相談を行います。
〔申告会場〕ながおか市民センター２階201会議室
〔受付時間〕平日の午前９時30分～午後３時30分

（正午～午後１時と土・日・祝日は除く）
※住宅借入金等特別控除、譲渡所得、消費税、贈与税
の相談・申告は市民センターでは受け付けできません。

問い合わせ＝長岡税務署1３５・８５０９

確定申告の申告相談会場が変わります

審議会・ 
委員会数 

女性委員を 
含む会数 

女性委員を 
含む会の比率 

委員数 
（人） 

女性委員
（人） 

女性委員
の比率　 

平成12年 
平成13年 
平成14年 
平成15年 
平成16年 

年度 

41 
43 
42 
43 
44

35 
37 
38 
38 
39

85.4％ 
86.0％ 
90.5％ 
88.4％ 
88.6%

745 
688 
671 
683 
679

200 
180 
193 
183 
188

26.8％ 
26.2％ 
28.8％ 
26.8％ 
27.7%

市 議 会 議 員 ※  
教 育 委 員  
選 挙 管 理 委 員  
監 査 委 員  
公 平 委 員  
農 業 委 員 ※  
固定資産評価審査委員 

33 
5 
4 
3 
3 
33 
3

委員数（人） 
1 
2 
0 
0 
0 
0 
1

女性委員数（人） 女性委員の比率 
3.0% 
40.0% 
0.0% 
0.0% 
0.0% 
0.0% 
33.3%

を
卒
業
し
た
男
子
大
学
生
、
大
学
院

生
　
所
在
地
＝
東
京
都
武
蔵
野
市
西

久
保
２
の
16
の
９
　
部
屋
＝
６
畳
洋

間
個
室
食
事
な
し
（
共
同
の
浴
室
、

炊
事
場
あ
り
）

寮
費
＝
月
３
万
円

（
光
熱
費
込
み
。
別
に
保
証
金
２
万

円
必
要
）

□申
１
月
31
日
b
ま
で
に

7
長
岡
社
・
齋
藤
さ
ん
1
36
・
０
９

５
０
へ
（
予
約
可
。
２
月
に
面
接
で

選
考
）

■「
愛
の
協
力
運
動
」会
員
募
集
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
16
年
度
の
会
員
募
集
に
伴
う

会
費
総
額
は
１
、２
１
６
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
を
は
じ
め
、
犯
罪
・
非
行
防
止
、

地
域
浄
化
活
動
や
更
生
保
護
施
設
へ

の
助
成
な
ど
の
大
切
な
資
金
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

□問
長
岡
地
区
保
護
司
会
内
更
生
保
護

法
人
新
潟
県
保
護
観
察
協
会
長
岡
地

区
事
務
局
1
36
・
４
３
３
３

■
「
ジ
ョ
ブ
倶
楽
部
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

過
去
に
フ
リ
ー
タ
ー
経
験
の
あ
る

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
担
当
す
る
お
し
ゃ

べ
り
の
場
で
す
。
学
校
の
友
達
で
も
、

バ
イ
ト
仲
間
で
も
な
い
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
①
１
月
11
日
c
②
１
月
18
日

c
③
１
月
25
日
c
午
後
２
時
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３
０

２
会
議
室
　
対
象
＝
お
お
む
ね
35
歳

ま
で
の
人
　
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

□申
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
ヤ
ン
グ

・
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
な
が
お
か
1
39

・
３
２
７
１
へ

●
償
却
資
産
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く
！

償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家

屋
以
外
で
事
業
の
た
め
に
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
構
築
物
、
機

械
・
装
置
お
よ
び
工
具
・
器
具

・
備
品
な
ど
の
有
形
資
産
を
い

い
ま
す
。
固
定
資
産
税
の
課
税

対
象
で
あ
り
、
そ
の
所
有
者
は

資
産
が
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
て
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

所
有
状
況
を
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
事
業
例
と
主
な
償
却
資
産
】

〔
事
務
所
、
金
融
機
関
〕

応
接
セ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
複

写
機
、
ロ
ッ
カ
ー
、
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
、
金
庫
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

〔
一
般
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
〕

陳
列
ケ
ー
ス
、
陳
列
棚
、
レ
ジ

ス
タ
ー
、
看
板
、
エ
ア
コ
ン
、

簡
易
間
仕
切
り
、
自
動
販
売
機

な
ど

〔
縫
製
、
印
刷
、
生
産
工
場
〕

モ
ー
タ
ー
、
プ
レ
ス
機
、
ボ
イ

ラ
ー
、
ミ
シ
ン
、
コ
ン
ベ
ア
ー
、

旋
盤
、
印
刷
･
製
本
機
な
ど

〔
貸
ビ
ル
、
ア
パ
ー
ト
、
貸
駐

車
場
〕

受
電
設
備
、
駐
車
場
舗
装
、
消

雪
設
備
、
門
、
塀
、
エ
ア
コ
ン
、

広
告
設
備
、
緑
化
施
設
な
ど

〔
飲
食
業
〕

ち
ゅ
う
房
設
備
、
ち
ゅ
う
房
用

品
、
エ
ア
コ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
、

看
板
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
な
ど

〔
病
院
、
医
院
、
歯
科
医
院
〕

ベ
ッ
ド
、
診
療
台
、
エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、
看
板
、

X
線
撮
影
装
置
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

●
家
屋
の
附
帯
設
備
の

納
税
者
に
つ
い
て

従
来
、
賃
貸
の
家
屋
で
、
賃

借
人
（
テ
ナ
ン
ト
）
等
が
費
用

負
担
し
た
附
帯
設
備
に
つ
い
て

は
、
家
主
が
固
定
資
産
税
を
負

担
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
16
年
度
税
制

改
正
に
よ
り
、
賃
借
人
等
が
費

用
負
担
し
た
事
業
用
の
附
帯
設

備
は
家
屋
と
は
区
分
さ
れ
、
賃

借
人
等
が
償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
を
負
担
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
た

め
に
は
、
家
主
と
賃
借
人
等
が

合
意
の
上
で
、
市
役
所
に
書
類

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
資
産
税
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39

・
２
２
１
３

●
古
文
書
整
理
等
専
門
職
員

（
非
常
勤
嘱
託
員
）
募
集

募
集
人
数
＝
若
干
名
（
社
会
保

険
等
に
加
入
）

雇
用
期
間
＝

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
18
年
３

月
（
原
則
と
し
て
１
年
）

応

■
長
岡
育
英
寮
入
寮
生
募
集

募
集
人
数
＝
４
人
程
度
　
対
象
＝
長

岡
市
出
身
ま
た
は
長
岡
市
内
の
高
校

募
資
格
＝
古
文
書
に
精
通
し
て

お
り
、
中
央
図
書
館
お
よ
び
文

書
資
料
室
に
通
勤
可
能
な
人

報
酬
＝
月
額
12
万
３
、０
０
０
円

勤
務
時
間
＝
土
・
日
・
祝
日
を

含
む
交
替
制
勤
務
（
１
日
８
時

間
勤
務
、
月
16
日
程
度
）

試

験
日
＝
２
月
24
日
e

申
し
込

み
＝
２
月
１
日
c
〜
15
日
c
に

教
育
総
務
課
（
市
役
所
５
階
）

と
各
図
書
館
、
文
書
資
料
室
に

あ
る
所
定
の
申
込
書
を
教
育
総

務
課
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
教
育

総
務
課
1
39
・
２
２
３
８

●
図
書
館
司
書
（
非
常
勤
嘱
託

員
）
募
集

募
集
人
数
＝
２
人
程
度
（
社
会

保
険
等
に
加
入
）

雇
用
期
間

＝
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
18
年

３
月
（
原
則
と
し
て
１
年
）

応
募
資
格
＝
司
書
の
資
格
を
有

し
、
ま
た
は
平
成
17
年
３
月
末

日
ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み
で
、

市
立
図
書
館
に
通
勤
可
能
な
人

報
酬
＝
月
額
14
万
円
　
勤
務
時

間
＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交

替
制
勤
務
（
１
日
８
時
間
勤
務
、

月
16
日
程
度
、
早
番
・
遅
番
あ

り
）

試
験
日
＝
２
月
17
日
e

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
c
〜
10

日
e
に
教
育
総
務
課
（
市
役
所

５
階
）
と
各
図
書
館
に
あ
る
所

定
の
申
込
書
を
教
育
総
務
課
へ

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課
1

39
・
２
２
３
８
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身体に障害のある人を対象とした
長岡市職員採用試験を行います

（平成17年４月採用）

◆第１次試験日 ２月12日g・13日a

◆受付期間　 １月５日d～24日b

◆採用職種、採用予定人員および受験資格

◆試験案内および申込書
試験案内および申込書は、人事課（市役所４階）、案内
所（市役所１階）、ながおか市民センター、中央図書館、
各地域図書館および合併町村役場（中之島町、越路町、
三島町、山古志村長岡事務所、小国町）で配布します。
郵送請求の場合は、封筒の表に「試験案内請求」と朱
書きし、120円切手をはったあて先明記の返信用封筒（角
形２号）を同封のうえ、下記までご請求ください。
試験案内、申込書、受験票および健康診断書は、長岡
市ホームページhttp://www.city.nagaoka.niigata.jpから
もダウンロードできます。
受験手続および試験の方法等は、試験案内をご覧くだ
さい。

◆問い合わせ
長岡市市長公室人事課
〒９４０－８５０１　長岡市幸町２丁目１番１号
135・1122 内線２０３４・２０３５・２０３８

採 用 職 種  

採用予定人員 

受　験　資　格 
 （右の①～④ 
 のすべてを満 
 たす人） 

①自力により通勤ができ、かつ介護者なしに 
　事務職として職務の遂行が可能な人  
②身体障害者手帳の交付を受けている人（第 
　１次試験日までに交付される見込みの人を 
　含む）  
③昭和50年4月2日から昭和62年4月1日ま 
　でに生まれた人（学歴・性別不問）  
④通常の活字印刷文による出題及び口述によ 
　る面接試験に対応できる人 

備考１　教養試験の程度（難度）は、高校卒業程度です。 
　　２　勤務場所は、原則として合併後の新長岡市の区域内。 
　　　　勤務場所により休日勤務や夜間勤務がある場合があり 
　　　　ます。 

一般事務職員 

１人程度 

四季折々の自然景観、歴史豊かな風景、人々が織り
成す風景、明日に伝えたい風景など、心に残る長岡の
景観写真を募集しています。
入選作を中心に応募作品による景観写真展を開催す

る予定です。
テーマ＝「あなたの好きなまち

の表情～長岡の景観」
応募期限＝１月12日dまで
応募先＝都市政策課（市役所３

階）
応募方法＝募集要項についてい

る応募票を応募作品に
はり応募してください。

募集要項は都市政策課、市内
の各カメラ店等で配布していま
す。
問い合わせ＝都市政策課

139・2225

長岡の景観写真コンクール作品募集

▲第１回長岡市景観写真
コンクール優秀賞「陽光」

日本経済新聞社と日経産業消費
研究所が全国718市区を対象に「行
政サービス調査」を行いました。
その結果、長岡市は市民参加度

（市の政策形成にあたり、市民の
意見を反映させる制度の整備状況）
の分野で新潟県で１位、全国で28
位の評価を受けました。

市民の行政参加度
県内トップ！全国28位！

ミ
ニ 

ニ
ュ
ー 

　
　
ス 

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.12.１（前月比）

192,326人 94,376人 97,950人 67,840世帯
（＋4） （＋19）（＋20）（－16）



は
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

□問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
1
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９

３
３

■
「
新
潟
県
の
雪
情
報
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

期
間
＝
３
月
31
日
e
ま
で
　
内
容
＝

県
内
37
地
点
の
降
雪
量
予
測
・
気
象

情
報
、
注
意
報
・
警
報
、
道
路
・
ス

キ
ー
場
な
ど
の
各
種
情
報
等
　
利
用

方
法
＝
パ
ソ
コ
ンhttp://w

w
w
.pr

ef.niigata.jp/yuki/

、
携
帯
電
話ht

tp://w
w
w
.pref.niigata.jp/yuki

/k/

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
０

２
５
・
２
８
１
・
９
１
９
１
で
　
□問

県
地
域
政
策
課
雪
対
策
室
1
０
２
５

・
２
８
０
・
５
０
９
６

●
市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
月
８
日
g
〜
10
日
-
は
、

証
明
書
発
行
用
機
器
の
入
れ
替

え
作
業
の
た
め
、
次
の
施
設
で

証
明
書
発
行
業
務
を
休
み
ま
す
。

・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

・
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

●
エ
コ
ト
ピ
ア
寿

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

２
月
21
日
b
〜
28
日
b
、
設

備
改
善
工
事
の
た
め
エ
コ
ト
ピ

ア
寿
を
休
館
し
ま
す
。

３
月
１
日
c
か
ら
通
常
ど
お

り
営
業
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
エ
コ
ト
ピ
ア
寿

1
24
･
９
３
２
２

●
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
は
、
県
内
全

市
町
村
で
運
営
す
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

会
費
は
年
間
５
０
０
円
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
３
万
円

か
ら
最
高
１
２
０
万
円
ま
で
の

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。「
自

転
車
に
乗
っ
て
い
て
転
ん
で
け

が
を
し
た
」
と
い
う
場
合
で
も
、

７
回
以
上
の
通
院
が
あ
れ
ば
見

舞
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

３
月
に
町
内
会
を
通
じ
て
、

加
入
の
申
し
込
み
を
取
り
ま
と

め
ま
す
。
ま
た
、
２
月
か
ら
は

直
接
、
金

融
機
関
で

申
し
込
む

こ
と
も
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ

せ
＝
防
災

課
1
39
・
２
２
０
６

●
冬
の
火
災
予
防

雪
や
冬
囲
い
に
よ
り
家
の
出

入
り
口
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
と
、

火
災
や
地
震
の
と
き
避
難
が
で

き
ま
せ
ん
。
避
難
口
を
２
カ
所

以
上
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
て

い
る
家
庭
で
は
、
雪
下
ろ
し
の

と
き
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
ホ
ー
ス

を
傷
め
た
り
、
風
呂
釜
な
ど
の

給
排
気
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35

・
２
１
９
０

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
相
談
会

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
、
働
き

た
い
人
を
対
象
に
、
パ
ー
ト
労
働
の

疑
問
や
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
３
火
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
長
岡
（
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
）

□問
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所
1

０
２
５
・
２
４
９
・
５
６
６
０

■
若
年
求
職
者
対
象

キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
１
月
19
日
d
〜
21
日
f
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分
　
会
場
＝
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

内
容
＝
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
必
要
性
と
進
め
方
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
な
ど
　
□申
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

1
０
２
５
・
２
４
０
・
０
５
３
１

■
女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

暴
力
、
虐
待
、
離
婚
、
人
間
関
係

等
、
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
相
談
に
応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

相
談
日
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
〜

５
時
（
第
３
水
曜
日
は
午
後
８
時
ま

で
）
、
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　
相
談
先
＝
女
の
ス
ペ
ー
ス

・
な
が
お
か
1
38
・
０
４
５
６

■
恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の

み
な
さ
ん
へ

恩
給
欠
格
者
と
引
揚
者
の
み
な
さ

ん
に
慰
謝
の
念
を
示
す
た
め
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
請
求
書
類
は
市
役
所
２

階
福
祉
総
務
課
（
1
39
・
２
２
１
７
）

に
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

21 20

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

ま
す
。

秋
か
ら
は
水
の
量
を
徐
々
に

減
ら
し
、
冬
の
水
や
り
は
、
晴

天
の
日
が
続
く
午
前
中
に
ぬ
る

め
の
水
を
少
量
与
え
る
程
度
に

し
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
替
え
）
鉢
の
中
に
株
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
葉
ば
か

り
が
茂
り
、
花
が
咲
か
な

く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
は
、
植
え
替
え
や
株
分

け
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
鉢
土
が
乾
い

て
い
た
ほ
う
が
、
土
が
ほ

ぐ
れ
や
す
く
作
業
が
ス
ム

ー
ズ
に
で
き
る
の
で
、
１

週
間
ほ
ど
前
か
ら
水
や
り

を
や
め
て
備
え
ま
す
。

小
株
の
場
合
は
、
肥
沃

で
有
機
物
を
多
く
含
ん
だ

土
で
、
ひ
と
ま
わ
り
大
き

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
。
12
月
30
日
は
休
み
ま
す
。

の
１
枚
１
枚
は
楕
円
か
槍
の
形

を
し
て
い
ま
す
。

花
は
１
カ
月
も
咲
き
続
け
る

ほ
ど
花
も
ち
が
よ
い
の
で
、
切

り
花
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。育

て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
場
所
）
露
地
栽
培
が
で
き
る

の
は
気
温
が
10
度
以
下
に
な
ら

な
い
地
域
な
の
で
、
長
岡
で
は

鉢
植
え
で
栽
培
し
ま
す
。
鉢
は

な
鉢
に
植
え
替
え
ま
す
。

大
株
の
場
合
は
、
太
い
根
を

で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
し
て
、
１
株
ず
つ
に
株
分
け

を
し
て
新
し
い
鉢
に
植
え
込
み

ま
し
ょ
う
。

時
期
は
八
重
桜
が
散
る
こ
ろ

を
目
安
と
し
ま
す
。

ス
ト
レ
リ
チ
ア
は
、
ア
フ
リ

カ
原
産
で
バ
シ
ョ
ウ
科
の
多
年

草
で
す
。
４
種
類
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
よ
く
見
か
け
る
の
は
ス

ト
レ
リ
チ
ア
・
レ
ギ
ナ
エ
で
す
。

が
く
片
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
花
弁

は
青
紫
色
と
色
彩
が
華
や
か
で
、

そ
の
姿
か
ら
極
楽
鳥
花
の
和
名

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

草
丈
は
本
来
１
ｍ
ほ
ど
と
大

型
で
す
が
、
近
年
は
矮
性
種
も

見
ら
れ
ま
す
。
扇
状
に
開
く
葉

熱
帯
の
鳥
を
連
想
さ
せ
る
ス
ト
レ
リ
チ
ア

も
う
す
ぐ
お
正
月
。
新
年
を
祝
う
生
け
花
が
、
家
庭
や
シ
ョ
ー
ウ

イ
ン
ド
ー
な
ど
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
生
け
花
の

中
に
、
熱
帯
地
方
の
鳥
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
独
特
の
形
と
色
彩
を

し
た
美
し
い
花
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

今
月
は
、
ス
ト
レ
リ
チ
ア
（
極
楽
鳥
花
）
の
紹
介
で
す
。
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▲ストレリチア

10
号
以
上
の
大
き
い
も
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

年
間
を
通
し
て
で
き
る
限
り

長
時
間
日
当
た
り
の
よ
い
場
所

で
育
て
ま
す
。
日
光
に
当
た
る

時
間
が
少
な
い
と
、
花
立
ち
が

悪
く
な
り
ま
す
。

（
用
土
）
過
湿
に
な
る
と
根
腐

れ
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
水

は
け
の
よ
い
肥
沃
な
土
が
適
し

ま
す
。
例
え
ば
、
赤
玉
土
５
、

パ
ー
ラ
イ
ト
３
、
腐
葉
土
２
の

混
合
土
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
温
度
）
夜
間
の
気
温
15
度
以

上
が
生
育
の
適
温
で
す
が
、
寒

さ
に
は
案
外
強
い
た
め
、
冬
で

も
室
温
が
３
度
以
上
あ
れ
ば
、

水
や
り
を
控
え
て
ガ
ラ
ス
越
し

の
日
に
よ
く
当
て
る
こ
と
で
越

冬
で
き
ま
す
。

（
肥
料
）
八
重
桜
が
散
っ
た
後

か
ら
萩
の
花
が
咲
き
始
め
る
こ

ろ
ま
で
は
、
月
に
１
回
の
玉
肥

の
置
き
肥
と
、
月
に
２
回
ほ
ど

液
肥
を
与
え
ま
す
。
冬
期
間
は

与
え
ま
せ
ん
。

（
水
や
り
）
地
下
に
太
い
多
肉

質
の
根
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

乾
燥
に
は
大
変
強
い
植
物
で
す
。

水
の
や
り
す
ぎ
は
根
腐
れ
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

春
か
ら
秋
ま
で
の
間
は
、
鉢

土
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
与
え

わ
い

は
ぎ

7長岡市米百俵財団では、
「米百俵賞」の候補者を募
集しています。
「米百俵賞」は郷土の先

覚者・小林虎三郎の遺徳を
しのび、人材育成の大切さ
を表す「米百俵」の精神を
継承・発展させるため、人
材育成に著しい功績をあげ
た個人または団体を表彰するものです。
対象は、教育、文化、福祉、スポーツ、産

業などの分野で独創的な活動により人材の育
成に大きく貢献し、「米百俵」の精神を今に
体現する個人または団体です。
自薦・他薦を問いません。推薦のあった個

人、団体の中から、財団の設置する選考委員
会で受賞者を選考します。選考結果は３月に
発表し、６月15日の「米百俵デー市民の集い」
で表彰します。
推薦は、7長岡市米百俵財団事務局（市役
所２階庶務課内）にある所定の推薦書を財団
へ郵送またはご持参ください。長岡市ホーム
ページhttp://www.city.nagaoka.niigata.jpか
らも推薦できます。
応募期限＝１月14日fまで
賞＝表彰楯、副賞100万円
問い合わせ＝庶務課内7長岡市米百俵財団事

務局139・2203

第9回「米百俵賞」候補者募集 総合的な子育て支援計画
「次世代育成支援対策行動計画」づくりに

ご意見を

問い合わせ＝児童福祉課139・2219

長岡市は、子育て中の保護者や子どもたちを支援し、だれ
もが安心して子どもを生み育てられる環境づくりを進めるた
め、「次世代育成支援対策行動計画」（仮称）を策定します。
計画は、市民のみなさんに意見をお聞きしながら今年度中
にまとめ、平成17年度から実施する予定です。

検討している計画の5つの基本目標
計画は、次の５つの基本目標を柱に構成し、福祉、保健、
医療、教育、労働、男女共同参画、都市整備などの幅広い分
野で支援策を展開します。
①子育てをしているすべての家庭への支援
②働きながら子育てをする人への支援
③親と子が共に学び育つことへの支援
④子どもが安全に育つ安心なまちづくり
⑤市民力を活用した子育て応援

ご意見をお寄せください
上記の基本目標を参考に 、「長岡市がこんなまちになって
ほしい」「子育て支援はこんな考え方で進めてほしい」とい
った、ご意見やご要望をお聞かせください。お寄せいただい
たご意見を今後の計画づくりに生かします。
●応募方法
住所、氏名、年齢、性別、電話番号と計画に対する意見等
を記載し（書式自由）、1月28日fまでに郵送、ファクス、
Ｅメール、直接持参のいずれかの方法でお送りください。
●応募先
〒940－8501（住所記入不要）長岡市児童福祉課、ファクス
39・2275、Ｅメールjidou@city.nagaoka.niigata.jp

▲第８回米百俵賞受賞者の山之内義一郎さん
（左・表彰式で）

▲小林虎三郎

BSNラジオ（１０６２KHz）「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

FMながおか（７６.４MHz）「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日の午前７時45分ころから７分間、午後５時15分
ころから７分間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」の申し込みができます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



〔
長
岡
市
表
彰
条
例
に
よ
り
表
彰
さ

れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
精
神
保
健
福
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

佐
々
木
典
雄
（
西
片
貝
町
）

▼
食
品
の
高
圧
処
理
技
術
を
開
発
さ

れ
食
品
産
業
界
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
た
功
績

山
�
　
彬
（
今
朝
白
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
機
械
設
計
技
術
者

と
し
て
若
手
技
術
者
の
育
成
に
尽
力

さ
れ
た
功
績

�
　
井
　
　
武
（
地
蔵
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
推
進

活
動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

韮
澤
　
一
郎
（
蔵
王
２
）

▼
第
58
回
Ｎ
Ｅ
Ｗ
わ
か
ふ
じ
国
民
体

育
大
会
夏
季
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
出

場
し
優
勝
さ
れ
た
功
績

森
山
　
真
理
（
原
町
１
）

▼
第
６
回
全
日
本
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
出
場
し
優

勝
さ
れ
た
功
績

柴
野
　
亜
希
（
中
島
２
）
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▼
多
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け
ら
れ

た
功
績

五
十
嵐
　
一
（
長
倉
町
）

岩
崎
　
　
寛
（
山
田
２
）

小
林
　
　
宏
（
中
沢
３
）

関
　
　
政
雄
（
高
野
町
）

�
野
　
弘
子
（
東
神
田
３
）

�
橋
　
　
守
（
亀
貝
町
）

�
橋
　
欣
弘
（
蔵
王
１
）

山
岸
喜
久
男
（
福
住
３
）

吉
川
　
祐
介
（
槇
山
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
公
平
委
員
会
委
員

と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

�
　
熊
　
治
（
渡
里
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

五
十
嵐
研
策
（
宮
内
５
）

▼
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

細
貝
　
久
男
（
渡
沢
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

星
野
　
佳
子
（
滝
谷
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

有
澤
　
繁
雄
（
摂
田
屋
４
）

有
本
　
芳
子
（
中
貫
町
１
）

石
塚
　
淑
子
（
大
町
３
）

春
日
　
彰
教
（
千
代
栄
町
）

田
邊
　
　
子
（
緑
町
１
）

長
尾
　
英
昭
（
四
郎
丸
３
）

星
野
　
　
博
（
今
朝
白
１
）

森
本
　
信
子
（
新
保
１
）

森
山
　
　
寛
（
花
園
東
１
）

山
岬
　
和
子
（
千
手
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
尽

く
さ
れ
た
功
績

青
柳
　
玲
子
（
上
前
島
町
）

長
部
　
昭
吾
（
大
島
本
町
４
）

黒
川
　
哲
爾
（
滝
谷
町
）

眞
敷
　
祐
弘
（
宮
関
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
身
体
障
害
者
相
談

員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

須
栗
　
偉
介
（
表
町
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
尽

く
さ
れ
た
功
績

�
橋
　
善
彦
（
大
島
本
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し

て
尽
く
さ
れ
た
功
績

大
塚
　
　
優
（
坂
之
上
町
３
）

村
山
　
正
史
（
学
校
町
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
双
葉
寮
医
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

板
倉
　
亨
通
（
東
蔵
王
２
）

▼
多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改
善
推
進

委
員
と
し
て
尽
く
さ
れ
た
功
績

山
田
　
フ
ミ
（
浦
瀬
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

尽
く
さ
れ
た
功
績

猪
俣
　
政
樹
（
大
積
千
本
町
）

加
藤
　
　
仁
（
上
前
島
町
）

近
藤
　
　
道
（
大
積
町
３
）

篠
塚
　
和
雄
（
日
赤
町
２
）

布
川
　
清
五
（
宮
本
町
１
）

丸
山
　
　
樹
（
大
積
千
本
町
）

柳
澤
　
義
男
（
大
積
三
島
谷
町
）

米
山
　
克
栄
（
関
原
町
３
）

〔
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
規

則
に
よ
り
表
彰
さ
れ
る
方
〕

▼
多
年
に
わ
た
り
双
葉
寮
で
慰
問
活

動
を
続
け
ら
れ
た
功
績

新
潟
証
券
1
（
城
内
町
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
環
境
美
化
活
動
を

続
け
ら
れ
た
功
績

白
　
寿
　
会
（
鉢
伏
町
）

品
田
　
秀
男
（
花
園
東
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の
街
頭

指
導
を
続
け
ら
れ
た
功
績

櫻
井
日
出
男
（
大
積
町
１
）

▼
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
さ
れ
た
功
績

捧
　
　
瑠
維
（
長
町
１
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
立
神
田
小

学
校
後
援
会
長
と
し
て
学
校
教
育
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

上
村
　
儻
司
（
神
田
町
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
立
千
手
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
後
援
会
長
と
し
て
学
校

教
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

新
井
　
淳
夫
（
宮
原
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
立
希
望
が

丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
後
援
会
役
員

と
し
て
学
校
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

飯
塚
　
一
雄
（
下
山
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
立
山
本
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
後
援
会
役
員
と
し

て
学
校
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績土

田
　
九
二
男
（
浦
瀬
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
社
会
教
育

委
員
と
し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄

長
　
岡
　
市
　
表
　
彰

長
岡
市
教
育
委
員
会
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者

表
彰
式
は
12
月
23
日
（祝）
に

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

▲釜沢観音堂の鰐口（釜沢町）
鰐口の直径は45.5㎝、厚さは20㎝。
写真は９月29日に撮影したもの。
中越大震災で鰐口に破損はありませ
んでしたが、宝物や建物の一部、周
辺の奉納物に被害がありました。

釜
沢
観
音
堂
の
鰐
口

１０５

釜
沢
町
の
奥
手
に
あ
る
釜
沢
観

音
堂
の
入
口
に
鰐
口
が
つ
る
さ
れ

て
い
ま
す
。
鰐
口
と
は
、
寺
や
お

堂
の
前
面
の
軒
に
つ
る
す
大
き
な

鈴
の
こ
と
で
す
。
中
は
空
で
平
た

く
、
下
に
広
い
裂
け
目
が
あ
り
、

つ
る
し
た
綱
で
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。

こ
の
鰐
口
は
応
永
二
十
四
年（
一

四
一
七
）
、
志
度
野
岐
荘
の
蒲
沢

の
満
願
寺
に
願
主
長
賢
（
在
地
の

土
豪
）
を
は
じ
め
、
信
者
た
ち
が

共
同
で
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
銅

製
で
、
鍍
金
が
施
さ
れ
た
鰐
口
は

類
例
が
少
な
く
貴
重
で
す
。

鰐
口
に
は
「
越
後
国
古
志
郡
造

（

）
脱
庄
下
条
蒲
沢
山
鰐
口

大
工
家
吉
　
満
願
寺
　
一
結
衆

応
永
廿
四
天
（
年
）
丁
酉
七
月
吉

日
願
主
長
賢
引
大
工
衛
門
太
郎
」

と
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

志
度
野
岐
荘
は
、
平
安
末
期
か

ら
戦
国
期
ま
で
存
続
し
た
荘
園
で

す
。
上
条
と
下
条
に
分
か
れ
、
上

条
は
今
の
小
千
谷
市
荷
頃
か
ら
妙

見
町
、
下
条
は
石
坂
地
区
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
釜
沢
は
下
条
に
属

し
、
蒲
沢
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

蒲
沢
山
満
願
寺
は
、
釜
沢
町
の

北
側
に
あ
り
、
衆
徒
た
ち
が
共
同

運
営
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

室
町
時
代
末
に
越
後
で
起
き
た
永

正
の
乱
で
焼
失
し
ま
し
た
。
満
願

寺
の
法
燈
を
つ
ぐ
と
い
わ
れ
る
釜

沢
観
音
堂
に
は
、
宝
物
の
千
手
観

音
坐
像
（
秘
仏
で
六
十
年
に
一
度

開
帳
）
、
板
絵
十
一
面
観
音
坐
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
千
手
観

音
坐
像
は
、
中
越
大
震
災
で
破
損

し
、
現
在
、
板
絵
と
と
も
に
県
立

歴
史
博
物
館
で
保
管
）。

釜
沢
観
音
堂
の
鰐
口
に
は
、
独

特
の
存
在
感
が
あ
り
、
こ
の
地
に

暮
ら
し
た
人
び
と
の
深
い
信
仰
心

や
古
刹
の
栄
華
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

か
ま
　
ざ
わ
　
か
ん
　
の
ん
　
ど
う

わ
に
　
ぐ
ち

し
　
と
　
の
き
の
し
ょ
う

か
ま
ざ
わ

え
い

し
ょ
う

い
た

え

こ
さ
つ

め
っ
き

ほ
う
と
う
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小　国　町 小　国　町 ～地域の個性と特産品～ 
 

今月と来月は小国町を紹介します。

「もてなしの心」で迎える、緑豊かないやしの里
小国町は東西を関田山脈と八石山脈に囲まれた盆
地に位置し、まちの中央を流れる渋海川沿いに田園
が広がる緑豊かなまちです。昭和31年に小国村と上
小国村が合併して誕生した町は、その翌年に千谷沢
村の一部と合併して、現在の町域になりました。
町の人口は7,114人（11月30日現在）で、面積は86.15

hです。町には、縄文時代の遺跡が幾つもあるほか、
歴史ロマンあふれる中世の以仁王伝説なども残って
います。
小国町は「へんなか（小国の方言で『囲炉裏』）
が、まんなか」の合言葉のもと、訪れる人を暖かい
囲炉裏にいざなうような「もてなしの心」で迎えて
農村空間での生活を楽しんでもらう「へんなかツー
リズム」に取り組んでおり、田舎体験を求める人が
地域資源を生かした観光・交流を楽しんでいます。

無形文化財「小国和紙」と「ぎんなん」の里
300年以上の歴史がある小国和紙は、その製造工程が国
の無形文化財に指定されています。小国独特の雪や水な
どの風土を巧みに利用して生み出された白く美しい和紙
は、清酒のラベルや便せんのほか、そのぬくもりを生か
したふすまや壁紙として高い人気があります。また、ま
ちおこしの一環として特産のつぶの大きな銀杏を使った
世界初の「ぎんなんアイスクリーム」や「ぎんなん酒」を
開発・販売しているほか、コシヒカリ「八石米」や「八石
なすの漬物」などが名産品として全国に出荷されています。

問い合わせ＝小国町役場1９５・３１１１
http://www.town.oguni.niigata.jp

中
之
島
町 

長岡市 

三島町 

小国町 

越
路
町 

山
古
志
村 

市町村合併については長岡市市町村合併推進室1３９・２２６０へ

▲紙すき

い　ろ　り

もちひとおう

せき た はちこく

しぶ み

長
岡
市
表
彰

長
岡
市
教
育

委
員
会
表
彰

与
さ
れ
た
功
績

井
上
　
　
曉
（
前
田
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
野
球
連
盟

役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

阿
部
　
和
好
（
中
島
３
）

▼
多
年
に
わ
た
り
長
岡
市
体
育
指
導

委
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

土
田
　
　
厚
（
浦
瀬
町
）

細
貝
　
富
栄
（
六
日
市
町
）

丸
田
　
嘉
則
（
大
黒
町
）

▼
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
保
健
衛
生
及
び
体
位
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

小
林
　
矩
明
（
緑
町
２
）

多
額
の
金
品
等
の
寄
付
に
よ
り
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
た
方
々
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）。

相
澤
　
正
己
（
愛
知
県
一
宮
市
）

岡
　
　
新
市
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

鴨
志
田
久
美
子
（
神
奈
川
県横

浜
市
）

小
林
善
三
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

田
中
　
　
重
（
鉢
伏
町
）

中
村
　
　
滉
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

中
村
　
　
哲
（
東
京
都
渋
谷
区
）

萩
野
　
廣
（
北
海
道
函
館
市
）

ソ
リ
マ
チ
知
識
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
各
社
（
呉
服
町
２
）

1
ユ
ア
テ
ッ
ク
中
越
営
業
所

（
沢
田
１
）

※
シ
リ
ー
ズ
「
自
然
観
察
」
は
休
み
ま
す
。


